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刊行のことば

　本書は，昭和44年度における研究および事業の経過について述べたもので

ある。

　44年度に刊行したものは次の通りである。

　　　　日本言語地図（4）（報告30－4）

　　　　社会構造と雷語の関係についての基礎的研究（2）（報告35）

　　　　電子計算機による新聞の語彙調査（報告37）

　　　　国語年鑑（昭和44年版）

月召禾日45年7月

国立国語駅究所長

　　岩淵　悦　太　郎
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昭和44年度の調査研究のあらまし

本年度の研究項目および分担は次の通りである。

　（1＞現代語の文法の研究一文体と文法との関係一

　（2）全国方言文法の対比研究

　（3＞X線像による調音運動の研究

　（4＞語の意味。用法の記述的瞬究

（5）
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（1　4＞

　　　　　　　　　　　一動詞・形容詞等一

日本言語地図作成のための研究

　　　　　　　　一作図ならびに検証調査一

高校生の漢字：力に関する研究

就学蔚児童の言語能力に関する全国調査

話語の表現機能と伝達効果の研究

明治時代語の研究

　　　　　一明治初期における漢語の研究一

電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

社会構造と書語の関係についての基礎的研究

現代語の表記法に関する研究

　　　　　　　　　　　一送りがな・漢字一

電子計算機による語彙調査

　　　　　　　　　　一新聞を資料とする一

国語および国語問題に関する情報の収集・整理

話しことば研究窒

話しことば研究室

話しことば研1究室

書きことば研究室

地方言語品品室

国語教育研究室

国語教育研究室

言語効果研究室

近代語研究室

第一資料研究室

第二資料研究室

第三資料研究室

言語計量調査室

（！）現代語の文法の研究一文体と文法との関係一・・…現代日本語の文法現象

　が文体の形成にどうかかわりあうかという観点から，比喩表現をとりあげ

　た。そしてその成立条件や，言語形式と対比構造の関係などについて考察

　をするために，文学作晶から比喩表現例を採集してカr…ド化する一方，比

　　　　　　　　　　　　　　一1一



　喩に関する研：究文献の調査を行なった。

（2）全国方言文法の対比研究……前年度まで3年問にわたって実施した調査

　の結果の整理をすすめるとともに，補充のための小規模な調査を行．なつ

　た。また，研究資料の保全のために，沖縄の研究者の協力をえっっ，方一1一

　の録音とテキスト化とを，沖縄の各地の方言について行なった。

㈲　X霊像による調音運動の研究……前年度にひきつづき，臼本語の種々の

　音声の発音に際しての音声器憲の運動を，X線映画フィルムによって分析

　した。また，そのフィルムを，　「日本語の発音」という題をつけ，分析に

　便利なような形に編集した。

（4）語の意味・用法の記述的研究一動詞・形容詞等一・・…動詞全体，形容

　詞・形容動詞全体にわたる関係的・体系的な記述を目標として，語の意味

　を区別する特徴について分析・記述する仕事を，文学晶晶・各種の雑誌・

　科学説明文・論説文などの用例カードを資料として，行なった。

（5）H本言語地図作成のための研究一作図ならびに検証調査一・…・『臼本論

　語地図』第4集（生活・農業に関する名詞などの雷語地図50面と，調査地

　点の産業図1面）の編修のための作業を行なった。なお，資料の意昧づけ

　のための検証調査を兵庫県揖保郡二割町から岡山県勝田郡勝央時にかけて

　の地域，岡山県笠岡市から香川県善通寺市にかけての地域，の両地域で実

　施した。

⑥　高校生の漢字力に関する研究……中学生の漢字習得に関する研究のため

　に，これまで実施してきた諸調査の結果をまとめ，報告書『中学生の漢字

　習得に関する研究』を執筆した。また，中学校卒業段階で閥題を持ち越し

　た漢字についての読み書き能力などをみるために，卒業直前の高校生にっ

　いて実施した調査の整理を進めた。

　　なお，当用漢字の使用力という観点を中心に，高校生がいろいろの漢字

　をどこまで使いこなせるかを，くわしく調査するための習熟度調査に着手

　した6

（7）就学前児童の言語能力に関する全国調査……3年計画の最終年次調査と

　　　　　　　　　　　　　　　一2　一一



　して，「就学煎児童の語彙，コミュユケーション能力調査」を行なった：。

　対象として，東京，東北，近畿の各地方の幼稚園から，延べ36園，1188名

　（3・4・5歳児クラス）を拙出し，基本的な動詞の理解水準ならびにコミ

　ュニケーショソ能力の特質を明らかにした。一方，被調査園，家庭を対象

　にアンケート珊査を実施し，就学前児童の言語指導，憲語生活に関する実

　態を調査した。

〈8）言語の表現機能と伝達効果の研究……「言語表現における場面の効果の

　研究」とr文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究jとに分かれ

　る。前者では，ことしは，述語の形式，およびそれを形づくる動詞の形態

　の分析彰こ中心をおいた。後者では，二つの幼稚園の三歳児の「ことばカー

　ド」および「カード集」を作成し，今までに作成した「ことばカード」に

　これをくわえて，幼児のことばを構文的・形態的に分析した。

（9）明治時代語の研究一明治初期における漢語の研究一一・…・明治初期の各種

　文献に現われた漢語の実態を調査し，現在の漢語と比較対照するために，

　①漢語研究に関する著書・論文目録の作成，②翻訳小説「欧州奇事花柳春

　話」および「通俗花梛春話」の用例採集と，閲題点の発見，③近代語資料

　の調査などを行なった。

〈1①　電子計算機による言語処理に関する基礎的研究……煎年度までに作成を

　完了した「自動単位切り」　「漢字のよみがなつけ」　「豊浦形の代表形（終

　止形）変換」の各プログラムを，一連のシステムに組みこむとともに，文

　の中の各単語の，語種・晶詞等を自動的に認定するプログラム（付加情報

　つけプログラム）の作成にあたった。また，これらのシステム設計の基本

　資料を得るため　こ，漢字かなまじり文のエントロピー（文字・記号の連続

　確率）の調査を進めた。

ω　社会構造と雷語の関係についての基礎的研：究……前年度に引き続き，福
　　　ミま　　まら　　　　　　　　　　 も　　こゴっ

　島県保原地区および茂庭地区を中心に調査を行なった。言語使用の意識に

　ついて，約220名を対象に面接調査を行ない，また，録音資料について分

　析した。社会構造と方言語彙との関係をみるために，親族語彙，特に岡族

　　　　　　　　　　　　　　　一　3　一



　離をさし示す埋言を中心に調査し，その中間報告書『社会構造と言語の関

　係について基礎的研究（2）一マキ・マケと親族呼称』を刊行した。さらに同

　様な観点から，性向語彙に関する調査を行なった。

㈱現代語の表記法に関する研究一送りがな・漢字一・…・「文字使用の実態

　調査」と「新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」とに分かれる。前

　者は，42年度に実施した送りがなの意識調査の集計・分析・記述を行な

　い，報告書としてまとめた。後者は，1紙1年分層別漢字表および1三朝

　刊前半分長単位用語例表を作成し，懸聞使用漢字についてのいくつかの試

　験的な分析を行なった。

Q3）電子計算機による語彙調査一新聞を資料とする一…・・前年度に引き続き

　新聞語彙調査の作業を実施し，金体の三分の一に当た：る1紙1年分の短単

　位処理を完了し，このデータについての報告書『電子計算機による新聞の

　語彙調萱』を刊行した。また，原文デー：タのさん孔をすすめ，長単位処理

　プログラムの一部を変更し，類別語彙表のプUグラムを作成し，一部のア

　ウ｝プットを行なった。

（14）国語および圏語間題に関する情報の収集・整理……pa］年のとおり新聞・

　雑誌・単行本について調査し，『国語年鑑』の資料として整理した。

　なお，上記の研究のほかに，以下の研究題目について文部省科学醗究費楡

助金の交付を受けた。

　一般研究B　現代語の形成過程に関する基礎的研究（代表　岩淵悦太郎）

　　〃　C　語の情緒的意味のSemantic　Differentialによる研究（代表

　　　　　　　西尾寅弥）

　　〃　D　作晶用語の類似度の研究（宮島達夫）

　試験硬究（2）言語情報処理における漢字処理の実験的研究（代表　林　鴎

　　　　　　　郎）
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本年度の硬究組織は次の通りである。（昭秘4年4月1鼠現在）

◇第1研究部　　部長　野元　菊雄（外国出張中）

　　　　部長事務代理　斎賀　秀夫

話しことば研究室

書きことば研究室

地方言語研究室

◇第2研究部　　部畏

　國語教育研究室

　言語効果研究i整

◇第3研究部　　部長

　近代語研究蜜

〈〉第4研究部　　 部長

　第1資料研究室

第2資料研究室

第3資料研究室

言語計量調査室

村
尾
川
田
水
沢
野
橋
賀
田
　
中
川
豊
　
綿

上
西
徳
高
輿
芦
天
高
二
三
林
田
三
飯
林
石

幸雄（室長）

寅弥（室長）

宗賢（室長）

　誠

　実

　節（蜜長）

　清

太郎（室長）

秀夫

良文（室長）

四郎

章夫（室長）

　清

毅一（室長）

四郎（室長）

敏雄（塞長）

村
島
堂

中
宮
本

　明　　高田　正治

達夫

　寛　　佐藤　亮一

村石　　艮召三　　　　零艮本∠Ns朝男L

大久保　愛

松井　利彦

爾　不二男（外国出張申〉

中野　　洋　　　・

渡辺　友左

土屋　信一　　野村　雅昭；

斎藤秀紀　　木村
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現代語の文法の研究

一一一ｶ体と文法との関係一

A　属 的

　現代日本語の文法現象が，とくに文体の形成にどうかかわりあうか，とい

う観点から，まず比喩表現をとりあげ，次の項臼ごとに分析・考察し，分

類・記述する。

　1．比喩をあらわすことのできる書語形式には，どんなものがあるか。

　2．比喩をあらわしうる言語形式が比喩を実現するための条件としては，

　　なにが考えられるか（比喩表現であると判定するさいには，どんな種類

　　のむずかしさがともなうか）。

　3．比喩が実現しているばあいの言語形式のそれぞれにおいて，どのよう

　　な対比の関係がどう表現されているか。

　以上をもとにして，比喩とはなにかを考え，さらに，雷語面の諸条件から

それはどう類別できるか，という問題をさぐる手がかりをつかみたい。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　話しことば研究室の申村明が担当し，衛藤蓉子が，用例を採集しカード化

する作業の一部にあたった。

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

（1）中央公論社版『矯本の文学』所収の口語体（部分的に文語体のでるもの

　をふくむ）・散文（部分的に韻文のでるものをふくむ）で書かれた小説

　（戯曲仕立ての部分のでるものはのぞく）のうち，各小説家（小説作品が

　あっても小説家と考えられていない作者のばあいはのぞく）の代表的な作

　晶（「抄」はのぞき，「編」はふくむ）を各1編，次の規準で選定した。

　1）　『新潮日：本文三門辞典』（新潮社1968）と『現代日本文学大事典』

　　　　　　　　　　　　　　　一　6　一



　（明治書院1967）の両方に作品解説のあるものを選ぶ。

2）　1）にあたるものがなければ，その一方に作品解説のあるものを選ぶ。

3）　2）にあたるものがなければ，その両方で作家解説中に作品名のでるも．

　のを選ぶ。

4）　優先の同一順位の作品が2編以上あるばあい，および，該当作品のな

　いばあいは，1）の爾書の作家解説のほか，次の諸書を参考にして選ぶ。

　　『現代日本文学辞典』　（河出書房1949）　『近代日本文学辞典』　（東京

　　堂1954）　『世界文学辞典』（研究社1954）『縮約日本文学大辞典』　（新

　　潮社1955）『岩波小辞典日本文学〈近代〉』（岩波書店1958）『日本文

　　学鑑賞辞典く近代編〉』（東京堂1960）『新世紀大辞典』（学習研究社．．

　　1968）『文芸年鑑』（新潮社1968）

5）資料不足できめがたいばあいは，長編を優先させる。

〔選ばれた作品〕

二葉亭四迷　　　『浮雲』

森　　鴎外　　『概

鷹木田独歩　　『牛肉と馬鈴薯』

田由　花曇　　　『蒲団』

近松　秋江　　　『黒髪』

正宗白鳥㊥『何処へ善

長塚　　節　　『土』

中　　勘助　　　『銀の匙』

武老小路実篤⑳『お闘出たき人』

谷崎潤一一郎　　　『細雲』

長与　善郎　　　『陸奥直次郎』

里見　　弾　圏『美衷な醜聞』

山本　有三　　　『波』

広津　和郎　＠『神経病時代』

宇野　浩二　醗『蔵の申』

幸狂1露伴　　『連環記』

泉　　鏡花　劔『高野聖』

島崎　藤村　　　『夜明け前』

岩野　泡鳴　　『耽溺』

徳田　秋声　□『縮図』

二八　漱石轡『明暗』

鈴木三璽吉　　『千鳥』

永井　荷風　⑭『濫東綺諏』

志賀　直哉　　『暗夜行路』

有島　武郎　　『或る女』

久保田万太郎踊『春泥』

芥川龍之介　　『歯車』

依藤　春夫　○『田園の憂諺』

菊池　　寛　　『恩讐の彼方に』

葛酋　善蔵　　　『湖畔手記選
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虎
　

泰
鶴

町
鮮
魚
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　『業苦』

　『ゼー・一　Ptン』

○『杏っ子』

⑭『檸糠』

□『機械』

　『海に置くる人々』

　『二十四の瞳』

⑳『流れる』

　『麦と兵隊』

　『警標』

⑰『山椒魚』

○『顔』

内田　百閾

稲垣　足穂

滝井　孝作

中島　　敦

川端　康成

佐多　稲子

円地　文子

尾崎　士郎

尾崎　一雄

上林　　暁

舟橋　聖一

石子　達三

『如何なる星の下に』石坂洋次郎

　『蟹工船』

　『青年』

　『癩』

⑳『風立ちぬ』

⑭『ひとり暮し』

翻『おはん』

　『放浪言E3

　『娩という女』

　『普賢』

○『風ふたたび』

⑱『白痴』

爾『花箆』

圏『絵本』

　『人間失格』

　『風媒花毒

　『桜昆当

徳永　　直

武国麟太郎

中野　重治

野上弥生子

宮本百冊子

岡本かの子

平林たい子

伊藤　　整

中山　義秀

阿部　知二

織田作之助

井上友一郎

木山　捷平

野間　　宏

椎名　麟三

三島由紀夫

8　一

［］『実説艸平記還

　r弥勒』

⑳ガ無限抱擁』

　『李陵』

　『雪国』

⑱『くれない』

⑳『女坂』

　『入生劇場く青春篇〉』

圃『まぼろしの記』

　『薔薇封入』

　『木石』

　『蒼眠』

　『若い人』

　『太陽のない街』

囲『日本三文オペラ』

囎『歌のわかれ』

　『秀吉と利休』

　『伸子』

○『母子叙情』

○『施療室にて』

　『氾濫』

醗『碑』

⑲『冬の宿引

　『夫婦善哉』

翻『ハイネの月』

　『大陸の細道』

　『真空地帯』

○『永遠なる序章』

○『金閣寺』



大岡　　昇平　　　　　『俘虜言己』　　　　　　　　　　井上　　　　靖

中村真一郎　　未定　　　　　　　　福永　武彦

遠藤　周作　闘『海と毒薬』　　　　堀田　善衛

安部　公房　　　『他人の顔』　　　　島尾　敏雄

安岡章太郎　⑱『海辺の光景』　　　吉行淳之介

曽野　綾子　麟『遠来の客たち』　　阿規　弘之

庄野　潤三　⑳『静物』　　　　　　有吉佐和子

石原慎太郎　○『太賜の三思』　　　開高　　健

大江健三郎　○『死者の奢り』

（文語体のためにのぞかれた作家）

　『猟獣』

○『草め花』

　『広場の孤独』

⑭『死の棘』

⑳『娼婦の部屋』

　『雲の墓標』

　『紀の川』

○『裸の王様』

　　坪内愚弟・尾崎紅葉・樋lr］一葉・徳富薦花

　（ジャンルのためにのぞかれた文学者）

　　石川啄木・正岡野瀬・高浜虚子・北原白秋・高村光太郎・萩原朔太郎・柳照国

　　男・斎藤茂吉・折口信夫・小林秀雄

く2）（1）で選ばれた作品の一部から，比喩意識をともなう用例を，内省的方法

　によって判断し，次の規準にしたがって採集し，カード化した。

　1）範囲としては，いわゆる直喩・隠喩・謁喩・提喩・換喩・活喩とし，

　　いわゆる声喩などはのぞく。

　2）　その形式・意味が通常の辞書に登録されていればとらない一今回

　　は，『岩波国語辞典』（岩波書店1963）・『広辞苑誰（岩波書店1955）・『国

　　語慣用句辞典』（東京堂1969）をいちおうの規準とする。

　　　これには，次のような種類・段階がふくまれる。

　　①比喩として成立したと考えられるものでも，現代においてはふつう

　　　比喩。修辞の意識なしに使われ，受けとられていると予想されるも

　　　の。

　　　　〈例〉さるすべり・猫舌・火花・ぬか雨・枕木・口車・茶色

　　②　もっぱら転義で使われ，原義ではほとんど使われないもの。

　　　　〈例〉迷宮入り・駆け出し・草葉の蔭・垂誕・牛歩・風呂敷・撲揚

　　　　　　　げ
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　③比喩的な用法が派生的意味として辞書に記載されるほど固定し，ま

　　た，原義も基本的意味として使われるもの。

　　　〈例〉渋い（じみだ・けちだ）・煙たい（きがねだ）・泥臭い（や

　　　　　ぼったい）・釘づけ（動けなくすること）・狂言（いつわり

　　　　　　しくむこと）・助け船（困っているときに力を貸してくれる

　　　　　　もの）能書ぎ（自己宣伝）

　④かなり一般的に使われるために辞書に記載された意味でも，「比喩

　　的に」，「…のたとえ」などのことわり書きのついている段階のもの。

　　　〈例〉沈没（酔いつぶれること）・巣立つ（子が成長して独立す

　　　　　　る）・根なし草（浮動して定まらない物。事）・手品（入を

　　　　　　たくみにだます手段）・大名行列（大勢人を従えて出向くこ

　　　　　　と）・小股すくい（相手のすきにつけ入って自分の利益を図

　　　　　　るしかた）・金脈（資金を引き出すあてのあるところ・入）

　⑤慣用句・ことわざなどが，辞書と岡じ形・同じ意味で使われたも

　　の。

　　　〈例〉足が出る・釘をさす・色をなす・うまい汁を吸う・猿も木か

　　　　　　ら落ちる・老いては子に従え・きじも鳴かずばうたれまい

3）作品・章などの全体が学事となっているばあいはとらない。

4）ただし，次のばあいは別とする。

　①2）の①～⑤に該当しても，比喩・修辞の意識の強く感じられるもの

　　はとる。

　　　〈例〉壁（障害）に体当たりをする・日脚のコンパスが長くなる・

　　　　　　知らぬが仏のご利益・（人が木から落ちるばあい・猿が芸を

　　　　　　しそこねるばあいの）猿も木から落ちる

　②辞書に，f比喩的に」などのことわり書きなしにのっている用｛列

　　が，たまたま比喩であるばあいは，2）の④とせずに，その類例をと

　　る。

　　　〈例〉雪のように白い・りんごのようなほお

　　　　　　　　　　　　　一le一



③慣用となっていても，辞書に．登録されていないものは，とる。

　　〈例〉出世街遵・牲格破産者・手姪（「足枷」は転義の記述がある

　　　　　からとらない）・眠りに落ちる・新感覚をふりかざす

④辞書の登録形とちがうばあいは，2）の⑤とせずに，とる。

　　〈例〉釘を打つ（釘をさす）・腹をこやす（私腹をこやす）・腹が

　　　　　真黒い（腹が黒い）・溜飲がおりる（溜飲がさがる）・猿だ

　　　　　って木から落っこちるさ（猿も木から落ちる）

⑤辞書1・e記載された以外の意味で使われたものは，2）の⑤とせずに・，

　とる。

　　〈例〉辻褄が合う（料理がなんとか食えるようにできる）

⑥声喩のために比喩的に・なるばあいは，三体としてとる。

　　〈例〉決心がぐらりぐらり動揺する

⑦活喩を広く考え，あるものを他のものとしてあつかったものをとる。

　　したがって，次のばあいはすぺてふくまれる。

1；／／．Y
　　動　生　　　　　物　粋人

間物1物体藻

陽雲表li調il｝窮、

FLE物・・132133　i　341・・

1物体｝・・142j431・・1・・

抽鰍・・IS21S354固

《注》修辞学における活喩関係の用語

　　のあらわす範囲は，諸書の定

　　義・用例から，だいたい次のよ

　　　うに考えられる。

　　　擬人法：21314151
　　　　　　　21　3i　41　51　42　52　　　活喩法：　　　　　　　　（32　43　44）　　　1

I

t拗法・14 i1鵬2535）

　　　　〈例〉乞食の行幸11・おやじがほえたてる12・猫のさえずり22・娘

　　　　　　　の咲きはじめ13・群がる害虫を刈りとる23・年輪をかさねた

　　　　　　　芝生33・万巻の：1イルム44・難解な器具類45・恋愛の初犯55

　　（1＞の表中，働印のついた24編の作品については，用例採集およびそのカ

　ード化を完了し，○印のついた12編の作品については，用例採集を終えた。

（3）（1）で選ばれ，②であっかわれなかった作品の一部について，語源的な比

　　　　　　　　　　　　　　　一11一



　喩や固定した比喩などのいわゆるdead　metaphorをふくめ，なんらかの

　意味で比喩との関連を感じさせる全用例を，内省的判断によって採集し，

　カード化した。

　　（1）の話中，図印のついた9編の作品については，用例採集およびそのカ

　ード化を完了し，［］印のついた3編の作品については，用例採集を終え

　た。

〈4）（2）の2）に該当する比喩の固定化の諸段階の概略を実際の語句をもってお

　さえるために，『岩波国語辞典』から，次を手がかりとして，比喩に関連

　しそうな箇所を引きだした。

　1）　K連語懇と表示されているもの。　〈例〉血の雨

　2）解説中に「よう」「みたい」「似た」などのあらわれたもの。〈例〉

　　串刺し

　3）　「転じて」　r比ゆ的に」　「たとえ」などとあるもの。　〈例〉じゃじゃ

　　馬

　4）　「原：義は」　「もと」　「古くは」　「…から」　「…の意」　「…という意か

　　ら」「…ところがら」「…なのでこう呼ぶ」などの補足的説明のあるも

　　の。　〈例〉帝王切開

　5）　語源の説明（外：来語の山回はのぞく）のあるもの。　〈例〉せむし

　6）　「よう」「みたい」「似た」などの語のあらわれた用例。〈例〉綿の

　　ように疲れる

　7）　あとに説明のついた用例。　〈例〉腹の筋を託る

⑤比喩について，これまでどう考えられてきたか，どのような用例をどう

　あつかってきたか，また，今，どのような面についてのどのような研究が

　なされているかなどを知るために，諸文献の比喩関連箇所，特に，定義・

　範囲・分類・特徴。条件などに関する記述，および用例を集め，出典・項

　目・観点ごとにカード化した。今年度にとりあげた文献は次のとおりであ

　る。

　　辞典類28冊　　単行本18擶　　　（講座・紀要・雑誌などの）論文7編
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　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

く1）Cの（1）の表中の○印の作品の用例をカード化しフ必要に応じて，無印の

　作晶のいくつかをとりあげ，用例カードをふやす。

〈2）Cの（1）の表中の［コ印の作品の用例をカード化し，必要に応じて，無印の

　作品のうち（！）でとりあげなかったいくつかを使って，用例カードをふや

　す。

・㈲　Cの（4）で印のついた箇所をju　一ド化し，蒋間的余裕に応じて，普通語化

　した比喩起源の語と思われるものを内雀的判断によって選びだし，カード

　化する。

「（4）Cの（5＞の継続として，文献をふやし，カードを補充する。

⑤　（4）を整理する。　　　　　　　e

〈6）（3＞を分類する。

，（7）（5）（6）の結果を参考にして，Cの（2）とDの（1），およびCの（3）とDの（2）を分

　回し，Aの課題にそって考察をくわえ，分類・整理する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申村）
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全国方言文法の対比研究

A　目的・意義

　「1本語の方書の文法を，相互に，また，標準語と比較できるかたちで，研

究する。そのために・，国立国語研究所地方研究員の協力をえて，沖縄をふく

む金鯛の方言に．ついて，統一的な方法による調査をおこなう。研究の重点

を，方喬の文法現象のうち，文の述語としてもちいられる各種形式の形態論

的構造の記述におく。

　この研究の目轟勺は方言の文法について，統一的な方法による全国的規模の

調査をおこなうことによって，今後の，方言および標準語の文法の各種の研

究に必要な基礎資料をえることである。また，えられる資料は，方言地帯に

おける標準語教育を改善するためにやくだっはずである。

　なお，この研究は，地方言語研究室が昭和38年忌らおこなってきた「各地

方書の共通語との斜照的研究」をひきつぐものである。

B　担　　当　　者

　話しことば研究室の上村幸雄，高田正治，衛藤蓉子の3名が担当した。ま

た，今年度おこなった沖縄の諸方言の録音とテキスト化は，つぎのひとびと

の協力によるものである。

　　　眉間直仁（東京都立大学大学院学生），大城健（琉球大学助教授），

　　加治工真一（浦添高等学校教諭），新里幸昭（真和志中学校教諭），高

　　橋俊三（国際大学講師），津波古敏子（宜野湾高等学校教諭），名嘉順

　　一一（真和志高等学校教諭），仲宗根政善（琉球大学教授），中松竹雄（東

　　京教育大学大学院学生），野原三義（東京都立大学大学院学生），外問．

　　守善（法政大学教授），本村勝史（宮古高等学絞教諭）
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C　本年度の経過と今後の予定

　本年度はつぎの仕事をおこなった。

く1）41年度から43年度までの調査の結果の整理

　結果の整理は45年度中におえる予定である。

②　補足のための調査

　41年度から43年度までの調査を補足するために，八丈島および奄美諸島の

　喜界1琵において，文法の調査と録音資料の採集とをおこなった。補足のた

　めの調査は，45年度以降もつづける予定。

〈3）方々の録音とテキストの作：成

　前記の沖縄方言の研究者の協力によって，沖縄の諸方言について方濤の録

　音とテキスト化（音声表記，標準語訳，注付き）をおこなった。

　　なお，話しことば研究室は．，ほろびてゆく方喬に：ついて今後に良質な研

　究資料をのこすために，方言資料の録音とテキスト化をこれまでもすすめ

　てきたが（年報20　P．8参照），本年度からあらたに4年閥の計薗で，この

　仕事にとりくむこととした。収録の対象は，沖縄，奄美，八丈島など，国

　．語史的に価値の高い離島の方言を主とするが，内陸部の方言（おもに僻

　地）もくわえる。4年間で約50地点の方言の録音とテキスト化とをおえる

　予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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X線像による調音運動の研究

　　　　　　　　　　　A　目　的・意　義

　標記の研究は，話しことば研究室が継続的におこないたいとかんがえてい

る日本語音声の研究の一部をなすものである。音声の研究は，現代日本語の・

音声の音韻論上の個々の問題，表現的な個々の特徴，指導法などをあきらか

にすることを目的としておこなう。おもに標準語の音声を分析の対象とする

が，今後は比較の必要から，方言や外国語の音声，また，病的異常のある音

声も対象とすることがありうる。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　詣しことば研究室の上村幸雄と高田正治の2名が担当した。

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　本年度も，ひきつづきX雪像による調音運動の研究をつづけ，標準語の偲

個の単音を発する際のX線映画フィルム像の計測とトレ・一ス作業とをおこな．

つた◎

　また，分析の資料であるX線フィルム　（約500フィート，24コマ毎秒）

を，分析に便利なように4部にわたり編集し，これに「X線映画日本語の発－

音」という題をつけた。また，その内容を解説した小冊子「X線映画『日本1

語の発音』について」を作成した。

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　上の研究は45年度もつづける。また，これまでの研究成果は，当初の予定二

より1年おくれて，45年度中にまとめる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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　　　　　　　語の意味・用法の記述的研究

　　　　　　　　　　一一動詞・形容詞等一一

　　　　　　　　　　　A　目　　　　的

　現代語の動詞・形容詞等の意味・用法を，言語作品の中で実際に使われた

用例によって分析・記述する。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　前年度にひきつづいて動詞は富島達夫，形容詞等は西尾寅弥が担当し，高

木護が全般の作業を助けた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　昭和39～41年度に，大量の用例カードを作成してから，一語一語について

のくわしい記述を行なった（各論と仮称）。42年度から動詞全体，形容詞・

形容動詞金体に．わたる体系的・関係的な記述を目ざす総論（仮称）にとりか

かった。

　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　語の意味を区別する特徴について分析・記述することを中心として，総論

のしごとを進めた。

　なお，現代語の動詞・形容詞等の用例カードが資料的に活用されることを

ねらいとして，次のような内容をもつ「動調・形容調資料集」を作成するし

ごとをはじめた。

　　　　動詞・形容詞資料藥

　（1）辞典にない語とその用例

　　「あおじろむ」　自動五
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　　○蒼白んだ信之の頬には，ちょっと苦笑ひが浮んで，すぐ消えた。

　　　（多情仏心〔前）316）

　　○「なんの用なの，一体。」さき子が近づくと初めて津上は口を開い

　　　た。頬が蒼白んで，ひどく憔蒼してるた。（闘牛104）

　　　（ほかに「多惰仏心⊂前〕」2．「闘牛」1）

　「あおずつばい」　形

　　○爾に濡れた草の，青酸っぱい臭ひに混って，私のよく知ってみる，

　　　あのつんと鼻をつく臭気が，緑の聞に漂ってみた。（野火IG4）

〈2）逆びき一覧

　　　　（動詞単糸解語）

　　5段活用

　　（ア行）あう，いう，おう（追），おう（負），おおう………

　　　　（動詞合成語）

　　（あがる）うかび～，うき～，おどり～………

　　　　（形容詞単純語）

　　（ク活）いい，かいい，かわいい，うい………

　　　　（形容詞合成語）

　　（あたらしい）こと～，なま～，ま～，みみ～，め～

　　　　（形容動詞の構成）

　　（やか）名詞に：きわやか，つややか，はなやか，………

　　　　　　形容詞語幹に：あおやか，かろやか，ひろやか………

〈3）動詞の自他についての資料

「うれえる」

　　　　　明広角新三岩講三広　　　　　解辞川選良波談面前　　　　　　　　苑　　　　　　　堂　　　　社　堂　苑
　　　　　　　（初）　　　　　（小）　　　　　（中）（二）

　　　自・他　　自　　　自　　自・他　　自・他　　他　　他　　他　　他

○（他）そのうちで，教育委員会問題を心から憂えている者が何百人あ
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　　　つたろうか。　（人間の壁〔上〕73）

　　「しむける」

　　　辞典はすべて他。

　　○（自）実は春琴の発意ではなく周囲の者がさう仕向けたのであるとも

　　　し、ふQ　　（春…琴セ｝　　157）

　　○（他）葉子はその時十九だったが，既に幾人もの男に恋をレ向けら並

　　　て，その囲みを手際よく繰りぬけながら，臼分の若い心を楽しませて

　　　行くタクトは十分に持ってみた。（或る女（薦〕10）

　（4）その他

　　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　この研究の結果を，45・46年度の2年閥にわたって発表していく予定であ

る。
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日本言語地図作成のための研究

　　一作図ならびに検証調査一

　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　現代蹟本語の基盤を地理的に．展望し，かつ，日本語の歴史を言語地理学晦

に考察するために，日本言語地図（全6集，各集雷語地図5◎面，参考地図1

面）を作成する。

　あわせて，日：本雷語地図に盛られている資料の性格を明らかに・するための

検証調査を行なう。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　地図作成については，地方’護語研究室の徳川宗賢，：本堂寛，佐藤亮一，高

田誠が共同してあたり，白沢宏枝，中野文子（旧姓山本）が協力した。ま

た，雰常勤職員W・A・グu一一夕一スほか多くの人々の援助を受けた。

　検証調査には，地方言語研究室の徳川宗賢，：本：堂寛，佐藤亮一，高田誠の

ほか，腎元菊雄，斎賀秀夫，宮島達夫が参加した。

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　昨年度までの経過は「年報20」を見られたい。

　日本言語地図の作図・編修については，第4集（生活・農業に関する名辞

など言語地図50面，参考地図として調査地点の産業図1面を含む）編修のた．

めの作業を行なった。この第4藻は，昭和45年3月に．刊行された。

　検誕調査については，昭和45年3月に，兵庫県揖保郡薪宮町から岡山県勝

田郡勝央町にかけての地域と，岡山県笠岡市から香川県善通寺市にかけての

両地域で，次のような調査を行なった。日本言語地図の資料には種々の関連，

項目がある。たとえば質問番号264，265，266（地図2集66図，67図，68園）に
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は「材木をひとりでかつぐ」「天秤棒をかつぐ」「ふたりでもっこをか今

ぐ」に関する項目がある◎その結果，各調査地点については，これらの項目

に関する地点ごとの構造が明らかになり，全国的にはその地理的分布の概略・

を知ることができた。かくて，異なる構造が地理的に接している場合，その1

中間の地域で客観点にどういう現象がみられるか（一線をもって明確に限ら・

れるのか，漸層的に推移するのか，など）が問題となる。今回は，両地域に．

おいて，日本言語地図の「かつぐ」に関する諸項霞を中心として，調査地点．

の地理的間隔をできるだけちぢめて，意味構造の地域差に関する微視的調査

を行なった。調査項醸49，調査地点は兵庫・岡山閥71地点，岡山・香川間52

地点である。

D　今後の予定

　日本言語地図の作図・編修の作業は，6集完結まで続ける。その期闇に毎・・

年新しい観点による検証調査を企画し実行する。検証調査全般の詳しい内容

および結果については，機会を改めて報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳崩）
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高校生の漢；重力に関する研究

A　目　的・意　義

　当用漢字を読み書きする能力が，義務教育段階では不十分であることが，

中学生の漢字習得に関する研究で明らかになったので，より高次な高校教育

課程を履修し，より豊かな言語生活を経験する高校生では，それがどこまで

到達されるか，高校生の漢字使用力の様相・程度はどのようであるか，漢宇

習得上の問題点は何かについて調査研究しようとするものである。

　中学生の漢字習得結果と関連させて高校生を対象に漁用漢字の読み書きの

力を調べたところに，この調査の特色がある。

B　担　　当　　者

　芦沢節，根本今朝男（特に漢字使用力の調査）が担当，川又瑠璃子，小林

信子がこれを助けた。なお，臨時補助者が，一一部の集計作業を助けたQ

　また，前年度から継続の報告書『中学生の漢字習得に関する研究』の刊行

のため，上掲の芦沢・根本および，この研究に従事した中村明（話しことば

研究室）が，それぞれ，各自分担の部分を執筆，原稿をまとめた。その集計

整理作業等については，川又・小林があたった。

C　これまでの経過

　中学生の漢字習得調査の結果，義務教育終了段階では，当用漢字の読み書

きについて，未学習，未習得文字（特に読みでは未習得の音・訓）があり，

習得上の問題が残されたので，それが，その後のより高次な高校教育，豊か

な言語生活などを経た高校終了段階では，どの程度解決できるかを見るため

に，卒業直前の高校生について，中学生で，その読み書きについて問題とな

った当用漢字を中心とした漢字の調査を，次の要領で実施した。
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調査墨筆　1　　　　　　　　　　　調査文字数　　　　調査用紙

　　（1）教育漢字の読み　　　　　　　165字（182音訓）　2枚

　　（2）　　〃　の書き　　　　　　　170字　　　　　　4枚

　　（3）教育漢字外当用漢宇の読み　　265字（303音訓）　4枚

　　（4）　　〃　　　　　　の書き　　750字　　　　　　15枚

調査問題　H

　　（1）かながき文章の漢字かなまじり文章化　　2枚（作業指示文ともン

　　（2）　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　2枚（　　　〃　　　）

　駈要時間　120分強（進学時期を控え，調査時間が多くとれないので，被調査音

　　を二分して問題に当たるようにし，ひとりあたりの負担量を少なくするようにし

　　た。その際1入が，問題王またはHの，ある問題のみに偏しないように均衡を保

　　ちながら，それぞれの問題を実施するように依頼した。そのため各問題実施の生

　　徒数が予定より減少した。）

調査の実施校

　　東京　都立目黒高等学校

　　　〃　　〃杉並高等学校

　　大阪　市立東高等学校

　　　〃　府立園雲高等学校

　　愛知　県立豊橋東高等学校

　　　　　　〃国府高等学校

　　　（各校　3学級分とし，進学組く理科系・文科系〉，就職三等の配分を考えた．

　　　が，進学間際のため学校ICよっては一律に配分できなかった。しかし，実業高

　　　校も加わり，種々の高校生の漢字力の実態を知ることができた。）

調査実施時期　昭和44年1月21EI～2月8日

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　1　「中学生の漢字習得に関する硯究」についてのまとめ

　報告書『中学生の漢宇習得に関する研究』の刊行のために，各担当者が執「
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筆分担し，原稿をまとめた。出版は次年度の予定。

　　おもな内容

　第1編　調査のねらい・方法・問題作成

　第2編　漢字習得の実態に関する研究

　　目的観点からの習得状況

　　質的観点からの習得状況

　　教育漢字。教育漢島外当用漢字の読みの習得状況

　　読みの習得上の特徴

　　続みにおける音訓の問題

　　音優位の字，訓優位の字

　　教育漢字・教育漢字外当用漢字の書きの習得状況

　　書きにおける教育漢掌と教膏漠字外当用漢字の問題点

　　当用漢字習得についての澹察

　　漢字習得過程にみられる習得のゆれ現象

　　教科書の学習文字と習得

　　表外字の読みとその翌得経路

　　誤答分析

　　誤答反応にみられる習得過程

　　誤答傾向における個人差

　　読み書き反応と書字の正答の関係

　　習得上の問題点解明のための集団調査とその結果

　．第3編　習得要因に関する研究

　　事例調査生徒の入間像（知能。学力。身体・性格・行動・家庭環境・学翌状況。

　　読書など）

　　国語科学習指導の実際

　　漢字学習と諸要因との関係（知能と，国語学力と，読書・読書力と，学習上の工

　　夫と，学習の好悪と，作文と）

　tt第4編事例研究一（1人の中学生の3年間の漢字習得状況）一

　　　3年間に習得した漢字，学習者として見た生徒
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　漢字習得の型，知能・性格・家庭環境などと漢字習得

　生徒自身の経験と漢字習得

第5編　中学校の漢字学習指導の実態に関する調査

　調査の目的・方法

　漢字学習指導の方法，漢字学習指導の内容など

　　〃　　　　に対する意見など

資料編

　1　中学校の教科書における漢字の出現状況調査

　丑　教科書漢字出現状況一覧表

　IH　当用漢字全数調査問題提出語形一覧

　IV　漢字習得に関する実態調査の文献

　∬　高校生の漢字力に関する研究

　　1　中学校卒業段階で問題のある漢字の読み書き調査

　本年度は，43年度末に実施した，中学校卒業段階で問題を持ちこした文字

について，その読み書きのカをみる調査一高校生の漢字力調査の一環一一

について，その集計整理作業に集中する予定であったが，報告書『中学生の

漢字習得に関する研究』のまとめに時問がさかれたために，調査の結果をま

．とめるまでには至らず，一部整理を終える段階にとどまった。

　　2　高校生の漢字使用に関する調査

　1の調査のうち，かな：がき文章の漢字かなまじり文章化のテスト実施の結

果，高校生の漢字使用力の調査を進めることになり，とりあえず，いわゆる

備考漢字ユ妬字のうち，一部の漢字について，その漢字が使用されている主

要な語（1字につき5～20語）を書かせ，漢字使用力の様相・程度を精査す

るテストを，次の要領で行なった。

　調査の実施校

　　　東京　都立井草高等学校

　　　　〃　　〃大山　〃
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　　東京　都立明正高等学校

　　〃　　〃両国　〃

　各校各2年生2学級分の生徒を調査対象とした。

調査多ミ≡施H嵜期　　昭和45脅三2月

整理集計作業　一部素集計の段階を終え，次年度に続行。

　皿　「申学校卒業段階で問題のある漢掌の読み書き調査」の結果のあらまし

　中学校卒業段階で品題を持ち越した漢字を，高校生はどの程度まで読み書

きできるようになるか，1の調査のうち，調査問題1の第一次の集計結果か

ら次のように概観できる。

　教育漢掌の読み書き

（読み）

　中学卒業段階で，音訓の観点から問題のある音または訓を中心に，165字・

182音訓（中には対照的に他の音または訓で調べる，あるいは同じ音訓のも

のについて，提出語をかえて調べるなどしたので，調査対象の延べ字数は

210音訓となる。テスト方法　問題のある文字く語〉にかなをつけさせる。

その際，なるべく前後によって，その読みかたが誘導されないように単語中

心とする）について調べた。

　高校卒業段階であるから，申学生と比べると，総体的にかなり読めるよう

になり，平均正答率90％以上の字がふえた。

　9Q％以上（73字）80％～（31）7Q％～（15）60％～（16）50％～（11）40

　％～（4）30％～（6）20％～（1）10％～（7）10％以下（1）

　平均正答率90％以上73字，80％以上31字で，調査文宇の半数以上は，正答

率80％以上読めている。たとえば，中学生では問題のあった音訓も，

　9eO／o．v

　遺？焼ζ勧多今」戸＝女：・是ゼ川多暴歪発凄衣暑逆嘉参藷室毫設奪Wtll
　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　ら　　　る　　　　　　　け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　　　800／．N
　的誉蘂齢負lj放鑑練馨　　音5反1州ス舌5糸醜苦摂採乞唱姦欲塔
　　　　い　　　　　　　っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　え　　　す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　る
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など，大多数のものが読める，しかも，中には，戸数（94．　2）・一戸建て（92．9），

負ける（97．3）・負う（95．3），豊富（99．0）。富む（99．0）のように，提出

語や音訓をかえても，周様に90％以上読める定着率の高いものがあり，音訓

や提出譜による正答率の差が縮まっているものがあって，それぞれの文字に

対する読みの力が安定し，習熟度がみられる文字がふえている。このこと

は，古典・漢文等，国語学習が広域にわたったこと，読書の領域がひろがっ

たことなどによる漢字力の向上を示しているものと思われる。しかし，その

反面，義務教育中に，読み書きともに習熟の段階に到達されるべき教育漢字

でありながら，依然として，一部の音訓の中には，問題のあることが認めら

れる。

　平均正答率50％以上
　　　　　　ぷ　　　　ぷ
　　　　遠多供ク（織ζ）タ草宗1望ξ緑罪価甦眼姦興tt面奪由亡
　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　こ　　　る　　　て

　　　　　　40％以上
　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

　　　　宮孟業ぎ玉藍赤ζ各奉政峯
　　　　　ウ　　　　　　　グ　　　タ　　　お　　　り

　　　　　　　　　　　　　の　ぎ

　　　　　　30％以上

　　　　　　　　ぷ　　　　単二群議（内わ坂り因嘉潔冨天露
　　　　　　　　　　　　　　　　葦
　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　20％以上

　　　　　　ぷ　　　　殺茅（各奏）

　　　　　　　蕩

　　　　　　10％以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　衆ζ読裏白享基婁統裂否漆奮言（民幻
　　　　　　　　　ク　　　い　　　る　　　む　　　う

　　　　　　10％以下

　　　　　　ぷ　　　　行多（天蕗）

　　　　　編ま重出の文字であることを示す。（）つきのものは，岡じ音訓で提

　　　　　出語をかえて重出し，正答反応に有意差のあるもの。

　これらはノ他の一般的な読み方では，中学生で既に100％読めており，い
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ずれも問題のあった音訓での読みの結果であるが，中学生段階とほとんど変

わっていない。もっとも，中には，内障（境内〉参内94．5／30．4），政（摂

政〉政を司る　82．2／42．1），織ζ（織機〉交織音読みと指示，69．8／53．3），供

　　　　　　　　　　　　　　ク
（供出〉供える〉供物・節供　80．0／78．9／51．　5・53．8）のように：，提繊語

や音訓によって正答率に有意の差がみられるものもあり，中学校段階より

は，前進しているが，まだ習熟の段階には至っていない文字もある。しかも，

これらの現象は，解熱97。7／解毒89．6，毒舌83．8／筆舌61．7，矢印9L8／目

印81．4，衣替え95．1／羽衣85．8，室町時代98．5／室咲き34．5のように，この

期の高校生の語彙理解の程度や範囲をも示していると思われる。なお，彼等

の学習の範囲や関心の領域からはずれる語彙では，抵抗のある音訓があっ

て，中学生で成績の低かった殺茅衆豊読1基を統真などの～連のものは，高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　る
校生でも読めていない。

　以上，音訓や提出語をかえても正答率に高低のない定着度の高い文字がふ

えている反面，提出語によっては，まだ定着できないでいる文字や，未習得

音訓があるというのが，高校生における教育漢字の読みの実態といえる。

　これら一連の読みは，今後，どこで，正しく読めるようにされるか，大学

教育でか，社会での自然習得によるか，正しい読みの習得の方法についての

考慮が，今後の問題となると思われる。

（書き）

　中学3年卒業時に全員（100％）は書けなかった110字を中心に，諮きの調

査で問題のあった文字計170字（実際には，提出語をかえて調べたものもあ

り，延べ字数は多い。かなを添えた［コの中に，漢字を記入させる方法で，た

ずねる文字〈語〉の意味がよく理解できるように，文脈・語脈中に位置づけ

た）を調べた。

　90％以上（87字）　80％～（46）70％～（24）60％～（6）50％～（3）

　　　　　　　　　　40％～（3）　　　20％～（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　ぷ
90％以上　悪三冠営衛二三解：革確　拡株管西収逆許境均禁　険限減故忘霜効

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　　　　　号票康　黄帝際財罪策察赤湯視　似識三宿術準処暑二品　二二像
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　　　　　増隠退孟夏提程　適典徒徳燃破飯肥壷布　武返便満務血盟浴欲陸

　　　　　率留料領礼連輸
　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　

　80％～需供訓系検：固護后妻採　歯資児謝借述純初除招　承称仁是制績宣

　　　　　蔵俗損　貸氷停敵展党湯版俵複　奮編墓暴預臨

　70％〃釈幹勧規旗潔兼厳孝候　講穀i蚕氏就祝象鼻専貯　難拝未余

　・60％〃刊補衆拾張博

　150％〃三尊底

　・40％〃壱券陛

　：20％〃弐

　（注）ゴチの字は音・訓ともに，あるいは，提出語形をかえた場合でも，同率また

　　はほとんど同率に書けるもの。蔚印の字は堤出語形一主として音訓のちがいによ

　　って成績に変動のあるもの。ここでは，成績のよいほうに位置づけてある。

　総体的にはよく審けるようになったが，中学で成績の低い字は，やはり成

績が悪い。しかも，壱弐隣のように日常生活性の乏しい字はおいても，問題

のある字の多くが，点画の細部による誤答である一正しい字形がとりにく

「いことに注隠される。その意味からは，両段階の閥に大きな進歩は見られな

いともいえよう。しかし，一方

90％以上（同じ正答率を保つもの）

簡単　・　単純

暑い　・　暑中見舞

燃料　・　燃える

破る　・　破壊する

90％以上（語によって異なるもの）

拡大　　（拡声機　83．1）

國境　　（境遇　　84．9）

勝つ　　（優勝　　87．3）

80％以上（同じ正答率を保つもの）

知と仁と勇　。　仁義

述語　　　　・　述べる

招待　　　　・　招く

預金　　　　・　預ける

80％以上（語によって異なるもの）

供給　　（供える　　62．4）

最初　　（初め　　　59．0）

除く　　（加減乗除　73．9）

のように，提出語や音訓を変えても，同じ正答率を保つもの，生徒に親しい
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語句・音訓では相当の成績で書けるが，そうでない場合は，有意の反応差を・

示すというように，中学絶代より，使用力の深まりはみえるが，教育漢字を

書く力も，高校終了段階でなお，引き’続き問題を残していることがわかる。

教育漢字外当用漢字の読み

数育漢字タト当用漢字の読みは，265字・303音訓（提出語を変えて調べてい・

るので，実際には，もっと多い）について調べたが，80％以上の平均正答率

をあげた字は141字あり，かなり読めるようになっていることがわかる。

　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　ネ　　ニミく　　　　　　　を　　　　を　　　
90％以上　逮1轄3含tt巧1：隠5弦fT更毫紛；．暴言1ax　’「窮童驚雪難球顧∵

　　　　　　　　み　　　　　　　 に　　　　　　　　　　 ウ　　ウ　　る

　　　　　　を　　　　　　　　 を　　を　　　　　　　　　　　を　　　　　を
　　　　凱や餓が香か弓婁拒藁囲ヒ絞海囚豊疾ζ療甚既キ衰を詳義冗ぎ

　　　　　　　　ウむ　 るワ　 ウ　 ろしウ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　み　　　　　　　　ちロ　　を　　　　突，L襲奪趣雲鶴Σ克夢遂一i・譲郭概辱ζ赦ζ焦爵吹季奏；1崇1．
　　　　　　う　　む　　　　　　　　 る　　　　ク　　　　る

　　　　　　　き
　　　　を　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　請3奪亀危キ媒’i介？卑k；薦多惑乱装ζ補：e：嘆浮抽孟罰づ怒ド’
　　　　　　う　　　　　　　　　し　　　　　　ウ　　　　く　　ウ
　　　　　　　　　　い　　　　　　　　管　　　　　　　　　　　　　　 厄　　　　讐

　　　　薄？占急阻ソ憎渉替玉陳勇漂発墨妻楽員飽豪裂差糠苫優寒癖を
　　　　　　な　　　　　　　る　　　　 よ　　　　 う　　る　　　　　　　し
　　　　　　う　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　無妻埋一？“擁r，崩渉壊夏陰5謀：萎抑i’i

　　　　燈
　　　　　おロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
80％〃　　揮ジ悔＄喚多宜ギ禍”閑鋼鵜叫；；煙雲祈キ拘華華多難蒙虐‡

　　　　　　む　　　　　　　　　　　わ　　ウ　　る　　　　　　　　 え　　ク

　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　きき　　　　　　　　　　　　　 を　　　　　　を

　　　　縁宅皆穿陥奪過多御鷲言粥本罐細雪託多祥ζ緒お若も漆；岡膨
　　　　　　　い　　　　　　　　　　　 く　　　　ウ　　　　く
　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　醜窪裁馨如ζ侵蓼枝シ寿量殉藍葬ξ怠§升ζ頂山添多二歩二重

　　　　く　　す　 ぶンむたウだ　　
ヴ

　　　　い　　　　　　　　　　　 き　　　　る　　る　　　　き

　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぜ

　　　　堤9袋享鍛差艇薬園llt縛髪締／r繁9貞孝呼野1鱒芳誇誉蜜丘豊

　　　　みえる　うれウ　　　　　　　る
　　　　　　　を　　　　陵芸漏写引書猶章庸琴降写伏多

　　　　ウ
　（注）ゴチの字は，音・訓ともに，あるいは，提出語形をかえた場合でも，同率ま

　　たはほとんど同率に読めるもの。＊印の字は提出語形一華として音訓のち
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　　　　がいによって，読みの成績に変動のあるもの。ここでは，成績のよいほうに

　　　　位置づけてある。

　しかし，一方に，平均正答率60％以下の文字も四分の…近くあり，これら

．の中には，中学で間題のあった読みが，そのまま残存しているものもある。

　50％～60％携蒙寡’f；斤プ灘辛竜潤墓沼ζ粛ζ詔含勅霊浸建昔ll迭t；逐ク

　　　　　　　さ　　　 レ・オ3ウクとクす　　　　　　　凡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　　残月堕ダ憤ぎ廉新湊お増置
　　　　　　　む　　　　　　　ど　　　　　　　る
　　　　　　　　　　　慧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯨　　　　　　　　　　　　　　赫
　40％～

309．iN

120／Oo／n一

’109b’一

‘10％以下

。

嚇多款多泣童謁サ穴ζ干馨旨tt諮シ嘱ζ渋：ti操警衷漁業；1粘鰹
　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　ウ　　　お　　　ウ　　　　　　　る

弔毒頒9腰毒翻馨
　ら　　　　　　　　　　　が
　う　　　　　　　　　　え

　　　　　　　る

暁if綱護勺ζ嫡‡被雪敷フ謡之
　ウ　　　　　　ク　　　ク　　　む　　　　　　い

　　　　　　　　　る

虚コ鼓3遵裟伯9礎℃遁／／「井苧舟茎払3苗茎匁ゑ
　　　み　　　ン　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　ウ　　　め

　　　　　　　　　え

虞磐罵嗣シ匁ラ施七充奪敵」t浦㎏
　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

叔ζ璽ジ婿ギ
　ク

穂季錘書

　教育漢字の読みでもそうであったが，教育漢字外当用漢字でも文字によっ

‘ては，90％以上　疾（疾風・疾病）衰（衰える・衰弱）謀（陰謀・無謀）

・80％以上　閑（閑静・農閑期）　甘（甘露・甘美）　皆（皆無・皆既食）　繁（繁

盛・繁茂）のように，提出語形や音・訓にかかわりなく同じ正答率となり，

．安定しているものもあるカ㍉多くは，

　9e．oo一一w

　　薩奉害　（管華奢　　86．2）　　　　　　　　　　　　更セこ　（更迭　　54．7）

　　紛糾（紛れる　69．8）　　　　　避難（忌避　61．2）

　　駆ける（駆逐　73．2）　　　　　顧問（顧みる　87．5）
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　容赦（特赦　78．2）

　窮属（窮める　54。7）

　詳しい（詳細　72．9）

8090i・一

　残虐（虐殺　78．6）

　懲罰（懲らす　51．2）

　陥いる（陥落　62．7）

　丘陵（陵　　6．4）

奪う　　（争奪　　72．8）

未遂（遂行83．1　遂げる86．6）

香具山（芳香56．7，花の香26．0＞

酉患し、　（醜態　　78．6）

制御（御意45。1　御璽6．6）

漏電（漏れる73．2・漏る61．2）

のように，提出語や音訓によって，正答率に高低があり，単に文字：というよ

りは，その文字を含む語への親疎の度がひびいていることがわかる。

　また，50％以下の読めない文字では，反対に，低い正答率として固定して

いるものがみられる。（30％～今暁・払暁　20％～払底・払暁　育葱箱・種苗’

IO％～自匁・刀匁など）

　正答率の低い文字の中には，当用漢字補正案で，当用漢字から削られる候

補の字（寡嚇頒遵三三璽）もあり，また，使用携の極少のもの（浦ホ井わ，

現在使用されなくなっている用語に関するもの（斤勺匁畝），特殊な用語に、

限って使用されるもの（苗／1錘書嫡）などもあるが，他の多くは，生活上，
　　　　　　　　　　　　ウ
教養上読めなくては不自由するものである。今後の閣題として，教育漢字と

同様，これらの正しい読みが，どこでどのように閣得されるか調べる必要

と，正しい読み方が教えられる必要とを感じるのである。

　進路との関係

　この漢字調査では，①広く高校生一般の漢字力を見る，②各進路による学

習・言語環境などと漢字力との関係を見るという羅駒から，進学組，就職組

の生徒，実業高校の生徒を対象としたが，調査時が，大学受験期に接近して

いたためと，テストにさきうる時問が乏しかったため，学校によっては，そ

れぞれの系統に属する生徒の配分が行なわれず，理科系生徒の数が少ないと

いうアンバランスな配分になった。したがって②については所期の目的を果

　　　　　　　　　　　　　　　一32一



たすことができなかったが，各字種についての正答反応を仔細に見ると，進

路の差や特微を察知することができそうである。

　理科系の生徒数が，各問題とも約50人（テストの所要聴問等の関係で，闇

題を分割実施したために．，各問題に対する被調i査者数が減った。このこと

は，文科系，就職組も同様）に対し，文科系約120人，就職組約150人で，バ

ランスを欠くが，こうした条件下で，次のような現象を見ることができる。

　①全体的にみると，文科系が3グループの中では読み書きともに優位を

　　　示しているが，他は大差がみられず，就職組，理科系の順位になって

　　　いるσ

②　その傾向の中でも

　教育漢字の読みは　文科

〃　　書き　　文科

　　教育漢字外当用漢字の読み　文科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63．7　，，　70．3　）

と，総体的に不振を示した理科系が教育漢字外当用漢字の読みに対しては，

やや優位であるのは，教育漢字と教育漢字外当用漢字の字種の差と進路指

導・学力・言語環境と漢字力に何等かの関係があるのではないかと思われ

る。

（教育漢字の読み）

　文科系83．3％，就職組73．2％，理科系71．5％と，文科系が総体的にすぐ

れ，就職組がこれに次ぎ，理科系がやや低いが，前述のように，理科系の人

数は，他のグループの二分の一ないし三分の一にあたり，必ずしも理科系の

漢字力を反映しているといい難い。しかし，個々の文字についてみた場合，

次のような現象がある。

　　　文宇（語）　　　　　　文科　　理科　　就職

　会は……の下愛に行なわれた　　99．1　　80．0　　67．6

　　　　　　　　　　　　　　　　－33一

就職　理科の順

　　　（83．3％　73．2％　71．5％　平均77．6％）

就職　理科の順

　　　（89．5　84．9　80．1　”　87．0　）

　　　　理科　就職の順

　　　（78．　2　65．　7



黒白単を正す
　　ク

衆牲

衆生ζ

　　ウ

その夕隊

最期ゴ

摂政ζ

　　ウ
政毫を司る

　呈

　と
久遠の光

○○県○○町字象○○

元凄手

歩合

発起人

借用

矢購
　　し

相殺茅

預ヨ金

貸借

貸借

20．　7

23．e

37．7

97．　3

85．6

91．8

64．8

11．4

18．　2

25．e

91．4

65．　7

88．6

34．1

ze

7．9

15．9

72．5

53．5

69．　5

11．9

89．3　61．4　55．6

82．9

88．3

95．　5

98．　2

96．4

89．2

19．7

64．8

68．　9

86．9

45．7

88．　6

88．　6

88．　6

88．　6

77．1

27．3

36．4

34．　1

79．5

85．9

90．　8

93．e

97．6

96．　5

93．7

43．7

70．2（員辛に誤読する）

83．4

95．4

文字（語）によって，不振の理科系にも優位を示すもの，常に優位の文科系

をおさえて就職組に優位のもののあることが認められる。進路による古典の

学習，読書の領域，教科に密着した用字・用語等の違いが，漢字習得の字種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　理　　就
に影響するとみることができよう。なお，費やす（95．597．198．・6）富む

（1001GO　97．7）豊富（10095．598．7）設ける（98．410G　99，3）能率

（96．797．797．4）など，進路にほとんど関係なく習得が安定している文字

もある。

（教育漢字の書き）
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書字についても同じことがいえる◎

文字（語）

金属

貸す

低い

博物館

余る

臨時

借りる

文科　理科　就職

91．9　leO　95．3

82．9　85．3　83．5

65．8　7e．4　61．4

72．1　85．2　55．9

76．3　8e．　O　79．2

89．7　91．4　8e．0

87．3　91．3　91．4

文字（語）

弐

株式会社

需要

供給

入場券

蚕をかう

文科　理科　就職

25．2　8．7　31．9

96．1　91．3　10e

79．6　69．6　87．0

87．8　7Z8　92．e

42．7　21．7　45．7

72．5　60．9　84．4

文科は一応おいて，理科優位，就職組優位の文字に，それぞれ何等かの関連

性，必然性があるように見受けられる。ことに就職課程では，教科の学習内

容や関心事項との関係がある文字（語）に有意差がみられる。また，3グル

ープほとんど同率のものは満留料礼連輸率欲浴暴返盟などで，この段階にな

れば，一般に高校生としてだれでもこの程度には書ける，定着度の高い宇と

いうことができよう。

（教育漢字外当用漢字の読み）

　教育漢字では，試職組よりやや低かった理科系が，逆によく読めているの

が目立つ現象といえる。一概には雷えないが，就職難と進学組の国語学習の

、内容，読書活動や関心事項の差などが教育漢字外当絹漢字のほうにより顕著

・に関連するところがあるからであろう。

　文科系に関連するところがあると思われる字（語）

押収

便宜

朽ちる

：不朽

文　　理　　就

92．9　83．3　75．6

94．9　70．0　77．9

89．9　66．7　58．0

80．8　80．e　62．6

虚空

白匁

陵を

　喜

昔軸

文．理　　就

51．5　20．0　19．8

20．9　12．1　1．5

8．3　2．8　2．2

81．0　44．4　34．6
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理科系に関連するところがあると思われる字（語）

当
磁
心
制
迭

　
一
制
掴
更

該

文　　理　　就

74．7　83．3　47．3

52．5　63．3　52．7

98．3　100　91．7

89ら0　　94亀4　　91．9

55．0　63．9　60．3

奪
艇
問
ひ
か
え
・
ラ
・
誓

争
藤
島
控

　
　
　
　
溺

就職組に関連するところがあると思われる字（語）

　　　　　　　文　　理　　就

借款

御中

（cf．御意

普譜

下請け

（cf．請う

副肝
　　ウ

種菌

35．4　3e．O　53．4

86．1　60．6　86．5

54．8　54．6　3e．8）

35．0　18．5　47．7

99．　0　85．　2　98．　5

86．0　81．5　35．4）

；i12　1，ilg　i：b

風袋ぞ

（cf．田山花袋

繭孫

繭轟

裁っ

充てる

詳細

（cf．言羊しい

文　　理

79．0　92．6

93．e　96．3

54．　8　66．　7

85．9　90．0

56．5　84．9

　文　　理

57．0　22．2

97．0　63．0

14．8　9．1

76．　5　45．　5

8e．O　81．8

12．0　18．5

73．9　60．6

100　loe

就

58．5L

80．8－

41戸4

84．7

50．4一

　就

62．3

81．5＞

21．8

77．4

85．7

21．5

75．9

97．7＞

　3グ］tZ・一一プ同率のもの　（陰謀四点顧問疾風・病囚人冗談媒介推薦逮捕

陳列誘う交通網など。なお，逮捕は，3グループともに1eoo％読めており，

正答率が高いが，当時の社会的事件との関連からではないかと思われる。）

　今回の調査では，進路と漢字習得の関係については，被調査者のアンバラ’

ンスから所期の目的をはたすことができなかったが，人数をふやし，各グノレ

ープ等分に．して調査すれば，進路と習得の関係や問題がさらに明らかになる

であろう。

E　今後の予定
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　報告書作成のために，高校生の漢字調査の結果の整理がはかどらなかったtt

が，教育漢字外当用漢字の書きの結果も整理して，義務教育から引きつがれ、

た高校生の漢字力の閥題の大要を把握し，その上に立って，高校生の読める

漢字：の範囲と語彙力との関係，高校生の漢字使用の問題を中心に，研究を進

めたいと思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芦沢）
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就学前児童の言語能力に関する全国調査

A　目　的・意　義

　幼児，児童，生徒が言語，文字をどのように習得し，どのよう1こ使用する

か，またその要因はなにか等を明らかにする言語発達の研究は，国語教育，

とくに，その教育計画や指導法の確立，改善のために欠くことのできぬ基礎

的な仕事として重視されなければならない。本調査は3年計画で就学前児童

の言語能力の習得の過程および条件を全国的規模で明らかにしょうとするも

のであり，本年度は調査の最終年次として，競素謡児童の語彙・コミュニケ

ーション能力調査を行なった。

B　担　　当　　者

　本調査に関する計画，立案，実施は，圏語教育研究室の村石昭三，天野清

の2名が握当し，福田昭子がこの作業を助けた。さらに調査の諸段階でテス

ト作成専門員（3名），準備・前調査幼稚園および小学校（1幼稚園，1小学

校），本調査幼稚園（30園），調査員（34名），実験協力園（2園）の協力を

得た。

C　これまでの経過

　「就学前児童の言語能力に関する全国調査」は昭和42年度から始まった。

▽昭和42年度　就学前児童の文字力調査

　（調査1）読み書き水準調査一一就学前児童の文字力の全国的水準を明ら

　　かにするために，平がなの清音，嬢音，濁音，半濁音の読み書きテス

　　ト，拗音，長音，拗長音，促音および助詞「は」「へ」の読みテストを，

　　東京，東北，近畿の3地方の全幼稚園から層別抽噛した122幼稚園，

　　2235名（4・5歳児クラス）について行なった。
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　（調査2）特定幼児の文字調査一一就学離児童がどの程度の範囲の文字を

　　どれだけ読み書きできるかを，平がな，片かな，漢字，アルファベッ・

　　ト，数字にわたり，全国の18特定幼稚園の幼児72名（4・5歳児クラス）

　　につbて追跡調査した。

▽昭和43年度　就学前児董の語彙力調査

　就学苗児童の基本的な語の理解水準を明らかにするために，東京，東北1

　（宮城・岩手），近畿（京都・和歌山）の各地方の幼稚園から抽出した延．

　べ　36園，918名の就学前児童（4・5歳児クラス）を対象1こ，A，　B，　C．

　Dの絵図テストを実施した。

　A　範疇化テストー一一上位概念の形成過程を，1）語の理解，2）自由分類・

　　同類選択，3）カテゴリーの命名，4）絵カードの選択の各テストによって1

　　調べた。

　B　性状語テストーものの大きさ，高さ等をあらわす13対26語について

　　1）単語の系，2）単語「事物の系，3）パラメータの分離，4）系列化の各デ

　　ストによって調べたQ

　C　時閥・空間語テストー一膝聞・空閥語の系をつくるための基本語となご

　　る38語について，1）単語の系，2）単語・事物の系，3）位置変換，4）時闇、

　　判断の各テストによって調べた。

D　動詞分化テストー基本的な動詞をどの程度に使い分けしているかを’

　　1）自動詞と他動詞の使い分け，2）楽器に閣連している動詞の使い分け，

　　3）生物・無生物の存在をあらわす動詞「ある」「いる」の使い分け，

　　4）「切る」ことに関連した動詞の使い分け，5）「作る」ことに関連した

　　動詞の使い分け，6）「を」格，　Rc」格を支配する動詞の習得の程度ど

　　その使い分けの各テストによって調べた。

D　本年度の作業

調査概要　就学前児童の語い・：ミュ鳳ケーション能力調査

來京，東北（営城・岩手），近畿（京都・和歌ωの各地方の幼稚園から
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抽出した延べ36園，1188名の就学前児童（4・5歳児クラス）を対象に，基

本的な動詞の理解水準ならびにコミュニケーションの水準をテスト法によっ

一て明らかにした。一一方，再調査園，家庭を対象にしたアンケート謁査から就

学前児童の言語生活，言語指導法に．関する実態調査を行なった。

（調査手順）

霧上講備雛一難蘂欝気一編議・

（調査者数）

本調査における調査地区と被調査者の人数配分は次の通りである。

S．．h．．．

~地「ぎ＼で∵ 語彙カテスト
コミュニケーション能カテス｝

文の作成・変換擁の離・罐

東 京i 153 77 t 180

東　　北

近　　三

宮劇 164

岩到 165

京都1 161 82

忌明 137 69

　調査1　就学前児童の語彙（動詞）カテスト

（動詞の選定）

　基本的な動詞，220語を中心に理解の水準をテスト法によって明らかにし

た。各動詞は，日本語の動詞のうち，幼児の生活のなかでよく使用され，し

かも将来，幼児が日本語の動詞の系をつくりあげるための基本となる単語と

いう観点から選んだ。選定に洗だって，次の各種の資料により共通度の高い

，語をまず抽出した。

　　・特定幼児の表現語彙集

　　・文部省『児童，生徒の語い力の調査（低学年）』

　　・国際文化振興会『日本語基本語彙』
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　　・阪本一郎『教育基本語彙』

　　・州立園語研究駈『現代雑誌九十種の用語用字』

　その上で，さらに次の選択基準を設けて，220語を確定した。①複合語は

のぞく（例：追いかける）②敬語動詞はのぞく（例：いらっしゃる）③俗語

はのぞく（例：食う）④自動詞・他動詞は絵になりやすいもの，対の系が明

白なものを優先する，⑤使役，可能，受身動詞は基本形で提出する。⑥多義

語は基本的な意味で提出する。ただし，系の成立の関係で，上記の基準にか

．かわらず選ばれたものもある。たとえば，21（受け取る）は複合語である

カ㍉7（預ける）の対語として提出してあるなど。

　　　　　　　　　　　　　　〔語　彙　表〕

　＊印の単語は2回以上提出してあることを示す。（）内のものは単純の動詞以外

　のもので形容詞や連語形式のものなど。

・1　会う

＊5　上げる

・9　あたためる

・13　編む

＊17歩く

・21受け取る

＊25打つ

・・ Q9売る

・33　送る

・・ R7　押さえる

・41落とす

’＊45　おりる

・49　買う

・53　隠れる

・57　勝つ

・・　61枯れる

・　65　聞く

＊2　あがる

・6　揚げる

・10　当たる

・14　あやまる

・18　いじめる

・22受ける

・26奪う

・30　追う

・34　おくれる

＊38教える

・42　踊る

・46折る

・50帰る

＊54掛ける

・58　かつぐ

・62　かわいがる

・66　切る

・3　明ける

・7　預ける

・11集める

・15　洗う

・19　いれる

・23　動かす

・27生まれる

・31起きる

＊35起こす

・　39押す

・43　（同じ）

＊47　おろす

・51罹る

・55　駆ける

・59　悲しむ

・63　乾く

・67着る
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＊4　開ける

・8　与える

・12　あまる

・16　ある

・20浮かぶ

・24歌う

・28　うめる

・32置く

　　おこ・36　怒る

・40　おちる

。44　おぼれる

・48終わる

＊52書く

・56固まる

・60　かぶる

・64消える

・68　（きれいになる）



・69

＊73

・77

＊81

・85　しげる

・89　しばる

・93　閉める

　　　す
・97　空く

・101せおう

・105倒す

＊109たたく

・113

・117散る

・121続く

・125つぶる

・129出る

・133届ける

・137止める

・141治る

＊145なでる

・149ならべる

・153煮る

・157濡れる

＊161延ばす

・165履く

＊169はずす

＊173離す

＊エ77貼る

＊181拾う

切れる　　　・70

消す　　　　・74

ころぶ　　　・78

さす（差・刺）・82

　　　　　　・86

　　　　　　＊90　しぼむ

　　　　　　・94丁目る

　　　　　　・98進む

　　　　　　・102せばまる

　　　　　　＊106出す

　　　　　　＊110畳む

（たりない）・114違う

　　　　　　・118つかまえる

　　　　　　・122包む

　　　　　　・126つぼめる

　　　　　　＊130解く

　　　　　　・134飛ぶ

　　　　　　・138とる

　　　　　　・142泣く

　　　　　　・146なめる

　　　　　　＊150にがす

　　　　　　＊154抜く

　　　　　　・158寝かす

　　　　　　・162のぼる

　　　　　　・166吐く

　　　　　　・170はずれる

　　　　　　＊174離れる

　　　　　　・178引く

　　　　　　・182広がる

来る　　　　・71

答える　　　・75

こわす　　　＊79

さわぐ　　　＊83

（静かにする）・87

　　暮れる

　　混む

　　咲く

　　　しかる

　　沈む

・91　しぼる

・95　知る

・99すてる

・103攻める

・107逼力かる

・111立つ

・U5ちぢめる

＊119つく（点・着）

・123つながる

・127丁目

・131溶ける

・135　星兆オ｛

・139　（ない）

・143なぐる

・147習う

・151握る

＊155脱ぐ

・159寝る

＊163乗る

。167はじまる

・171話す

。175はめる

・179弾く

・183広げる
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・72加える

・76殺す

・80　下げる

・84敷く

・88死ぬ

＊92　しまう

・96吸う

・100すわる

・104そらす

＊108尋ねる

・112食：べる

・116散らかす

・120つける

＊124つなぐ

・128出かける

・132閉じる

＊136止まる

・140直す

＊144投げる

・148鴨らす

・152逃げる

・156塗る

・160乗せる

・164はいる

・168走る

・172放す

・176払う

・180冷やす

・184拭く



・185吹く

・189降る

・193ほめる

＊エ97曲げる

・201迎える

＊205もらう

　　や・209止む

・213寄せる

＊217別れる

＊186ふくらむ

＊190減らす

・194堀る

・198まぜる

・202結ぶ

・206焼く

・210やる

・214読む

・218わける

・187太る

・191ほす

・195巻く

・199守る

・203燃す

・207やせる

＊211行く

・215喜ぶ

・　219忘れる

・188ふやす

．ユ92　ζまどく

・196負ける

・200みえる

・　204戻る

・208破る

・212よごれる

・216わかす

＊220笑う

〔テストの構成〕

　テスト語彙，220語の動詞を均等に4群に分け，各被調査者は各1群につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　を
き，約30～40分の調査時間をかけて，対語，対文，対絵の各テストを受け

た。

（零）今文・対絵にはそれぞれ対関係をあらわす語および絵が配してある。

　（A）対語テストー動詞を関連した単語の系の中で位置づけて理解して

　　いるかを調べる。

　　全部（4対10語ないし13語）について行ない，反応が登録語以外の語

　　（Ω，蓋，X）の場合はその語を登録し，新しい語反応が嵐なくなるま

　　でテストをくりかえす。

　　例、囲の反対は？圏。医エノ・ゆ反対は？圏

　（B）対文テストー動詞を関連した文の系の中で位置づけて理解してい

　　るかを調べる。

　　全文（6対12文ないし18文）について行ない，反応が登録語以外の語

　　（Ω，墨，X）の場合はその語を含む文を登録し，新しい語反応が出な

　　くなるまでテストをくりかえす。

　　例：匪かりがツクiの反対は，あかりが？　圏。睡かりがキエル！の反対

　　は，あかりが？　Ill■，，1。
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　（C）対絵テストー動詞をそれが指示する事象（絵図）と結びつけて理

　　解しているかを調べる。

　　　1．発　　語　全絵（35対70絵）について行ない，必要な動調を自発

　　　　　　　　　　的に言わせる。

　　　　例：（バスに乗り降りしている二つの絵を示しながら）「こっちは

　　　　　　男の人がバスva［A，こっちは男の人カミバスから回。

　　　2．誘導発語　発語テストのうち，登録語反応（○）をのぞく他のす

　　　　　　　　　　べての語について，対の絵動詞を誘導しながら言わせ

　　　　　　　　　　る。

　　　　例：（上記の例で1互！が言えなかった場合，二つの絵を示しなが

　　　　　　ら）こっちは男の人がバスからオリルところでしょう。だか

　　　　　　ら，こっちは男の人がバスに1至i。

　　　3．語認知　誘導発語テストのうち，登録語反応（○）をのぞく他

　　　　　　　　　　のすべての語について，対の絵動詞を含む当該ページ

　　　　　　　　　　を提示しながら，必要な絵図を指示させる。

　　　　例：（上記の例で1互iが言えなかった場合，その絵動詞を含む当

　　　　　　該ページを提示しながら），これらの絵の中で，何かにノルと

　　　　　　ころの絵はどれでしょう。指でさしてください。

　＊それぞれ単一の群の中における語数，文数，絵図数を示す。

　調査2　就学前児童のコミュ鑑ケーシaン能カテスト

〔A．文の作成・変換テスト〕

　幼児が文をつくるルールを習得していく過程を明らかにするために，昨年

度の「動詞分化テス｝」に引きつづいて，4，5，6歳の幼児を対象に，文の

作成・変換に関する次の課題を与え，その習得の程度を調べた。

　（A）能動文の作成

　　　　主語＋対象語（を格）÷動詞の構文をもつもの4問

　　　例1）猫はネズミを食べた
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　　　　　2）犬は猫を追いかけた

　くB）受動文の作成

　　　　主語十対象語（に格）十動詞（受動）の構文をもつもの4聞

　　　例　1）クマはハチに．さされた

　　　　　2）犬は自動：車にひかれた

　くC）能動二受動変換

　　　　（A），（B）の各能動受動文を相互に受動，能動文につくりかえる

　　　もの8問。および能動文の所有の「の」格と受動文の主格が相互に変

　　　わる文（犬は太郎の手をなめた→太郎は犬に手をなめられた）につい

　　　て2問。

　くD）使役変換

　　　　一定の文を使役文につくりかえる問題5問

　　　例　犬がソリをひいた→太郎は犬にソリをひかせた

　　　　　子グマがお11鼠を洗った→お母さんは子グマにお皿を洗わせた

　くE）補助動詞「あげる」「もらう」を利用した文の変換。

　　　　例えば「花子は太郎にハサミをかしてあげた」

　　　　　　　「太郎は花子にハナミをかしてもらった」という文を相互に

　　　　　　　つくり出す。6閥。

　〈F）選択法による能動文，受動文の理解テスト

　　　　主・客の立場が相互に．異なる二つの絵をみせ，実験者の話す文に応

　　　じて絵を選択させることにより，能動，受動文の理解の程度を調べ

　　　る。

　　　例　クマは犬をだいている。犬はクマをだいている。

　　　　　犬はクマ1こだかれている。クマは：犬にだかれている。

　上記の（F）を除くすべてのテストは，付属する図版と積木を翔いて，図

叛の絵であらわされている内容を，絵の下にかかれているマス目と絵であら

わされている文の語構造を示す文モデルにそって，そのマス目　va　一一つ一つ積

木をおかせながら，一定の型の文を作成させるという方法で行なった。
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　〔B．物語の再生・伝達テスト〕

　幼児のコミュニケーション能力の特質を明らかに．するために，短い物語を

再生・伝達させる課題を与え，その言語行動を分析した。

　テストは，年少，年中，年長各60名を帰象に，条件の異なる次の3グルー

プをつくって，実施した。

　　A．視聴グループ（スライド）

　　　　i亙亙H亘i→i翌i→i登〕乏i

　　　　　　　　　　　Fi
　　　　　　　　　　　｝触

　　B．聴取グ／v・一プ

　　　　…五ト囹一i亘→i旦血豆l

　　　　　　　　　　rl

　　C．コントv一ルグループ

　　　　i翌H二季『i→iF▽両三i→1翌日蛋＝夏ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　IM’ii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　it．’．：I

　　　A・V；スライドとテープによる視聴，A；テープ聴取，　S；話の作

　　　成，P；絵カードの配列，　S・P；配列された絵カードをみながらの

　　　話の作成，M；実験者による絵カード配列の修正

　　　○物語；「タヌキさんとリンゴ」

　　　○被験者；3，4，5，6歳児計180名

（テストの作成分担）

　各テストの作成に．際しての，責任分担および専門員の協力は次の通りであ

る。

調査1就学前児童の語彙力テスト村石昭三，〔専門員〕大Eil方重利（東

　　京教育大学　大学院），高木和子（東京教育大学　大学院）

調査2　就学前児童のコミ＝ニケーション能力テスト　天野　清，　〔専門

　　員〕牛島めぐみ（東京教育大学　大学院）
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（被調査園〕

　　園　　名

　（東京軸簾6園）

　　まきば幼稚園

　亀戸幼稚園

　道灌山幼稚園

　九段幼稚園

　　ほぜんじ幼稚園

　翼蔭幼稚園

　く雷丸地区6園）

　　東岡幼稚園

　　お人形社幼稚園

　聖和幼稚園

　仲よし幼稚園

　小さき花幼稚園

　東仙台幼稚園

　く岩手地区6園）

　わかば幼稚園

　　おさなご幼稚園

　　あづま幼稚園

　金ケ嬉聖母二幼稚園

　清心幼稚園

　摺沢幼稚園

　く京都地区6園）

明倫幼稚園

京極幼稚園

待賢幼稚園

伏見板橋幼稚園

憲日幼稚圏

住 所

東京都板橋区徳丸2－9－7

11　
　
〃

　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

江東区亀）w4一エ7－3

荒君1区西Eヨ暮里4－7－15

千代田区三番町16－1

中野区上高田1－31～2

田無布向台町2－5－1

仙台市原町高目字町67

　〃　　：］ヒfi二丁50

　〃　木ノ下21－5

　〃　榴岡21

　’ノ　　畳屋＝ザ31

　〃　燕沢字薦代沢東30

岩手県岩手郡雫石町源太堂

11　
　
1
1

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

上閉伊郡大槌町桜木町2－24

紫波郡紫波町土館字内川26－1

胆沢山金ケ崎町表小路6

東磐井郡千厩町掌町浦51

　〃　　大東町摺沢字観音堂86

京醐沖京区劉触霞薬師下ル

　〃　上京区塔ノ殺藪ノ下町428

　“　〃猪熊通丸太町下ル

　〃　伏見区下板橋町610

　〃　東山区本町15丁目
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　円山幼稚國　　　　　　〃　　〃　高台寺北門通下河原東入鷲尾町524

　（和歌山地区6園）

　湯浅幼稚園　　　　　和歌山県有閏郡湯浅町大字湯浅785

　愛の光幼稚園　　　　　〃　那賀郡粉河職石町

　下津幼稚園　　　　　　〃　海草郡下津町大字下津477

　印南幼稚園　　　　　　　〃　日高郡印醗町印薦

　慈光幼稚園　　　　　　〃　西牟委郡躇本町串本836

　南部幼稚園　　　　　　〃　a高郡南部町芝松原

〔調査員〕

　（東：京地区）

　青木　剛士（東教大　大学院生）　　　片山美津子（東教大　大学院生）

　薪井邦二郎（東教大　大学院坐）　　　三津山富江（東教大　大学院隻）

　内野康人之（束教大　大学院生）　　　江川　洋子（東京・豊島区教育委員会嘱、

　小林　幸子（東教大　大学院生）　　　　　　　託）

　（宮城地区）

　高橋　　巌（聖和短大　助教授）　　　木村　　進（東北大　大学院生）

　内海　瞭子（聖和短大　助教授）　　　佐藤　淑子（東北大　大学院生）

　永瀬　治郎（東北大　大学院生）　　　薫川　公代（東北大　大学院生）

　（岩手地区）

　坂口　　患（宮古市教育委員会）　　　牧野　誠一一（岩手大　専攻科学生〉

　大沢　　博（岩手大　助教授）　　　　大B方重利（東教大　大学院生）

　倉齢　敬治（岩手大　講師）　　　　　高木和子（東教大　大学院生）

　（京都地区）

　長｝三Fl久男（京都市教研　所員）　　　本田　　勇（京都市教研　所員）．

　由鼎　典男（京都市教研　所員）　　　駒田　朋子（京都大　大学院生〉

　磯島　良夫（京都市教研　所員）　　　寺田ひろ子（京都大　大学院生〉

　吉陶　克己（京都市教研　所員）　　　埜江　光子（京都大　研修員）

　（和歌山地区）

　関　　胸一（和歌由大　助教授）　　　小藪　晴美（和歌山大　学生〉
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　桜井　義剛（和歌出大　学生）　　　　武ホ　節子（和歌山大　学生）

　谷m　真一（和歌山大　学生）　　　　南館　忠智（三重大　助教授）

　神徳　広美（和歌山大　三二）

〔調査経過〕

5月・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」のための語彙・コミュ

　　ニケーショソ能力テストの作成専門員会議を開いたσ

6月・コミ．nニケーショソ能力テスb（文の作成・変換）の準備調査を，

　　東京・王子保育園で実施した。

　　・語彙力（動詞）テスト試案を完成した。

7刀・語彙カテスト試案による準備調査を東京・王子保育園，埼玉・贈口

　　南幼稚園で実施した。

　　・特定語に関する実験調査を国立国語研究所で行なった。被験者は東

　　：京・帝京幼稚園児。

8月・語彙力テストのための動詞カードを作成した。

9月・「競学前児童の言語能力に関する全国調査」のための被調査園を30

　　幼稚園に委嘱した。

10月・「就学前児童の需語能力に間する全国調査」のための調査員を34名

　　に委嘱した。

　　・語彙力テスト第2次試案による準備調査を東京・西原小学校で実施

　　した。

IYS・語彙・コミュニケーション能力テストの前調査を，東京・王子保育

　　園，埼玉・川口南幼稚園で実施した。

12月・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」のための被調査者を抽

　　出した。

1月・語彙・コミュニケーション能力調査のための諸調査票を完成した。

　　・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」のための実施打ち含わ

　　せ会議を調査員・幼稚園代表者と次の5会場で行なった。

　　　（東京地区）東京・まきば幼稚園，　（京都地区）京都・明倫幼稚園，
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　　（和歌山地区）和歌山・湯浅幼稚園，　（宮城地区）仙台・東岡幼稚園

　　（岩手地区）盛岡・青山幼稚園

　　・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」の本調査を実施した。

　　（1月下旬～2月下旬）

3月・被調査園30園，被調査者家庭1，008家腱に対してアンケート調査を

　行なった。

　　・特定語に関する実験調査を国立国語研究所で行なった。被験者は東

　京・帝京幼稚園児。

E　今後の予定

　本年度をもって「就学前児童の言語能力に関する全国調査」は終了した。

45年度以降は調査の集計および必要な検証補充調査を加えながら，　「就学前

児童の文字力」　「就学前児童の語彙力」　「就学葡児童のコミュニケーション

能力」に関する報告書を順次，作成する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村石）
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言語の表現機能と伝達効果の研究

　　　　　　　　　　　　A　目　的・意　義

　この研究は言語の表現機能や伝達効果を，夢語そのものとの関連におい

て，とらえようとするものであるが，表現機能や伝達効果と言語の法則性と

の関連する事項のうち，まず，つぎの1とHのふたつのテーーマをとりあげ

た。

　1　言語表現における場面の効果の研究……場面によって言語表現がどの

　　ような変容を示すかを，伝達という観点からしらべ，あわせて，場面の

　　分析および表現の分析をおこなうことを目的とする。場面が表現に影響

　　するもののうち，現在は，「主語の有無と場颪の関係」をしらべるため

　　の研究をすすめている。

　il文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究……幼児のコミュニ

　　ケーション機能の発達は，雷雲の獲得あるいは言語活動の形式の分化の

　　なかに，さまざまな形であらわれる。言語の表現機能と伝達効果を，幼

　　児の文表現が成立し，文形式が形成されていく過程でとらえようとす

　　る。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　1は高橋太郎が担塾し，Hは，主として大久保愛が担当し，一部（動詞の

形態および名詞の格）を高橋太郎がうけもった。また，1，Rを通じて，鈴

木美都代が作業をたすけた。

　　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　1　欝語表現における場面の効果の研究

　主語の有無を場面との関係において聞題にするばあい，まず，文における
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・主語の役割から問題にしてかからなければならない。なぜなら，ある主語の

省略が場面の影響であるというためには，その文の本来の文型では主語を必

要とすることがわかっていなければならないし，また，ある主語の存在が腸

面の影響であるというためには，その本来の文型では主語を必要としないこ

とがあきらかでなければならないからである。そのためva，まず「文におけ『

る主語の役割」をあきらかにすることを目的として，「主語と述語の関係」

についての分析，とくに述語の形式の分類などをすすめてきた。

　　この分析のために，種類も豊富で大量の資料を得やすい，文章にあらわれ

た使用例をデータとしてつかうことにし，文庫本，全集などを材料として，

カード化してきた。43年度までに，話しことば研究室および書きことば研究

室と共同で，49の文学作品および14の論文ないし評論・解説文からのべ約50

万枚（ことなり約1万8千枚）のカードを採集した。

　　H　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究

　幼児のばあい，言語行動の能力は，雷語使用能力ときわめて密接な関係を．

もっているので，幼児の使用する言語の分析からはじめることとしtこ。まず

幼児期における一応の到達点（乳児期よりはじまる雷語獲得過程の，一応の

到達点）として，4～6歳児の使用する警語の実態を分析することからはじ

めた。伝達活動の言語的な単位は，　（幼児のばあい，しばしば，未完成文の

なかに伝達の単位を見いだすことができるが）陳述の完成する文であるとさ

れているので，文の構文論的な分析を主として，その構成要素である単語の

形態論的な分析をこれにくわえて，概究をつづけてきた。これまでに，4～

　6歳児の文型の概観連体修飾法，補足文，動詞の形態，名詞の格のつかい

かた，文末形式の種類などについて分析した。

　幼児の言語を具体的に分析するためには，大量の資料を必要とするので，

幼児の言語を録音し，それを文字化してカードにする方式をとった。42年度

までに，年長児115名，年中児46名，計161名についての録音を文字化して，

のべ約16万枚（ことなり約3千枚）のカードと，それを製本した3種の「こ、

とばカード集」を作成，さらに43年に．は，年少児38名のおとなとの対話，な
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らびに3児（3歳，4歳，5歳）の家庭における自由な場面での発話を録音

し，これらを文字化した。

D　本年度の作業

　1　言語表現における場面の効渠の薪究

　本年度は，述語の形式の分類をすすめる一方，述語となる動詞のアスペグ

トを分析し，また，ムードを分析するためのカード採集をはじめた。

　ff　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究

　本年度は次の三つの作業を行なった。

　（1）年少児の資料のカード集およびカード化

　42年度に採集した年少児（3歳5か月～4歳7か月）の資料を，『幼児の

ことぽカード集一幼稚園児のことば資料V』，および，ことばのカード約

4万枚として印刷した。

　（2）　自由な場面での資料採集

　3児のことばを自然な場面で録音文字化したもののカード集およびカード

　　化。

　これは印刷所のつこうで45年度はじめに完成する予定。そのための原稿の

整理と，一部校正を行なったQ

　（3）分析

　今年度は，これまでに分析してきた「連体修飾語の用法」「文末形式の種

類」について，補充した資料カードを使って，分類・整理し，年少，年中，

年長の比較を試みた。また，昨年度の継続として，「名詞の格の用法」の調

査のうち「に格」の分析を行なった◎その他，今年度あらたに手をつけた分

析としては，「従属文の形式」「接続詞の用法」がある。

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　1も亘も年度をへるにしたがってすこしずつ内容が拡大してきたので，次

葬度は，分析をIRこしぼって，まとめる方向で研究をすすめる。　（高橋）
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　　　　　　　　　明治時代語の研究

　　　　　　　一一一一一一一gE治初期における漢語の研究一

　　　　　　　　　　　A　目　的・意　義

　明治初期は，現代語の源流となった時代であり，1ヨ本の近代化が始まった

蒔代である。この近代化にともない，日本語は大きく変化した。中でも，語

彙の変化がはげしく，それは漢語にもっとも著しく反映している。そこで，

明治初期の各種文献に現われた漢語の実態を調査し，現在の漢語と比較対照

する。さらに，大正期にいたるまでの漢語の調査硬究を継続することに．よっ

て，明治以降における漢語，漢字表記の変遷の条件と方向とをきわめ，現代

藷成立の歴史的背景を明らかにしょうとする。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　飛田良文・松井利彦が共同して作業にあたり，牧野正子がこれを助けた。

　　　　　　　　　　C　これまでの作業経過

　近代語砺究室では，昭和30年度以降，明治初期の文献を資料とした語彙調

査を継続して行ない，その成果については，そのつど年報または報告書に発

表してきた（『年報』7～20，および『明治初期の新聞の用語一報告15』参照）。昭

和42年度から「明治初期における漢語の研究」に着手し，明治初期漢語辞書

｛8i種の総索引を作成し，定在，『欧州相愛花柳電話』と『通俗花柳春話』と

の調査を行なっている。

D　本年度の作業

　明治初期の灘吾既究のため，次の作業を行なった。

（1）漢語に関する著書・論文目録の作成

く2）　『花柳春講のカード採集と分析
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（3）近代語資料の調査

その成果は，次の通りである。

　（1）漢語研究に関する著書・論文目録の作成

本年度は，以下に掲げるものを調査し，漢語に関係のある著書・論文名を書

き出した。

『維新史料』（『幕末明治研究雑誌目次二三』＜朝倉治彦，柳生眠郎編　昭和43年刊

　　　　　　所収〉）

『閥国史料』　（岡上）

『江戸会雑誌』（同上）

ゼ江戸会誌』（同上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

『史談会速記録』（同上）

『講演速記録（温知会）』　（岡上）

『講演速記録（維新史料編纂会）』　（同上）

『名家談叢』　（同上）

『山方会報告』（同上）

『二方会誌』（同上）

『隅幕府』　（同上）

『武士時代』（同上）

『江戸』（同上）

『新1日晴代』　（同上）

『明治文化研究（昭3～昭4）』　（同上）

『明治文化』　（岡上）

『明治文化研究（昭9～昭10）』　（同上）

『開化』　（同上）

『長崎談叢』　（第1～40輯）総目録

『人類学会雑誌第1～300号総目録』（アチック・ミューゼアム編纂「文献索

　　隠」昭和11卑刊所収）

ガ東京学士会院雑誌』　（岡野他家夫著「籟本近代名著と文献」所収）
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’『東洋学芸雑誌第1～99号総目録』（アチック・ミューゼアム編纂「文献索隠」

　　昭和11年二一lj所収）

『明治以降国語国字関係刊行書目』（悶立国語研究所資料集4，1955年刊）

　（2）8花柳春話』のカード採集と分析

くa）作i業　『欧州奇事花柳春話』（初編～附録，5冊）の文節カードを，五十音順

　に配列し，点検を行なった。

　『通俗花柳話』（初編～匹編，4冊）は，2編～4編のカーード採集を完了し，

　初編～4編の全カードを五十音順に配列した。文節の定義は，「年報20」

　　（P．47～48）参照Q

くb）調査　『欧州奇事花柳春話』の点検の段階で，表記のゆれている和語，読

　み方のゆれている漢語（漢語サ変動詞を含む），現代と読み方・意味・字

　順の異なっている漢語に気付いたので，そのうちのいくつかを例示してお

　く。　（）内は「編一頁一行」を示す。なお，印刷の都会で例文の漢字の

　旧字体・変体がなは現行の字体に改めたものがある。

　①表記のゆれている和語　　　　　　　　　堅

　　〔うしろ（後・背）〕

　　　〈後ロ〉

　　・霜崩突然後目二聲アリ（2－8－10）
　　　　　イキナリ

　　・マルツラバース驚キ起テ後日ヲ顧ミレハ小男アリ（2－8－11）

　　　〈背〉

　　　　　　　　　　ウシロ
　　・マルソラバース其背二立テ日ク（4－39－5）

　てこうべ（首・頭）〕

　　　〈首〉

　　　　　　　カウベ
　　・シナリニ首ヲ振り職シテ答エス（2－62－4）

　　　シパ　　　　　　　　　　　　　　　カフペ　ア　　テイゲソ

　　・・暫ラクシテベンタドア首ヲ揚ケ低回シテ日ク（3－59－1）

　　　　　　　カフベ　モタ
　　・・フロレンス首ヲ擁ゲテi濁語ソ日ク（4－86－7）

　　　　　　　　リ　　カフベ　タ
　　噂君主搦二賃テ首ヲ低レ（5－47－4）
　　　　　イス

　　　　　　　　　　　　　　　一56一



　〈頭〉

　　ワソ　　　　ヵウベ　イダ　　レイスヰ　　　　　　　　　　　シみシソ　　ソへ

　・左腕二二頭ヲ抱キ冷水ヲ目二品ンテ朱唇二灘キ虫ル（1－56－2）

（た：だ（只・徒・唯・惟）〕

　〈只・只タ〉

　　イタヅ　　　　　　　　　　　　オモ
　。只徒ラニ今日ノ事ヲ憶フノミ（1－34－1）

　　　　　　　　　　　ウラあ
．・ 矧?フニ足〃ト錐1モ只恨ラク子ヲ路上二見テ此約ヲ爲ナ・ルヲ（2－132－5）

　　　　ハフ　　シタガ　　　イ
　・高山記法二心フノ謂ヒヲ云フノミ（3－35－12）

　　　　タず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホト　　　　マ

・昔ヨリ只書ノミヲ護テ其著者ノ如何ヲ熟知スルモノハ幾ント稀レナリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－5－6）

　　　　　　　カウフク
　噂只タ願フ君ノ幸福ナルヲト（4－67－2）

　〈徒≧・徒タ〉

　　　　サダマ　　　タ　　　　　　　　　　トボシ
・■ S未タ定ラス徒上吾力才智乏フシテ（2－55－7）

　タ　　　モク　　　　　　　　　ハイ　　カタム

　・・徒口職シテ頻りニ盃ヲ傾ク（3－86－1）

　〈唯・難関・唯々〉

　　ヒ　フウ　　ンウ　　　　 サウブ　　　ソむ

・唯悲風ノ躍々トメ草蕪二載グヲ聞クノミ（1－1－8）

　　　　　　ツヒ　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　ネガ
・・ B彼レノ心門二決シテ王公二丁セン■ヲ願プアルノミ（3－100－10）

　　　ムナ・唯タ空シク海波ノ依然タルヲ看ルノミ（2－10－8）
　　　　　　　　　モトノママ
　タ　ぐ　　　　　　　　　　　　カイハ　　　テ

・■ B々数黙ノ星光海波ヲ照ラシ（2－25－9）

　　　ジ　ヘ　　　　　　　ゲフ　　ツト
・・ Bタ華々トシテ業ヲ勤メ（3－31－12）

　　　　　　　　　　　　　　カジヤウ　　ツウ
・・ Bタ妾ノ富貴ヲ得ンカ爲メニ假情ヲ通ズルモノナリ（4－71－3）

　ジソジヤウ　タグヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワスレ

ー尋常ノ比二非ラザレバ唯タ三三ク其愚ヲ忘ザラン■ヲ欲スルノミ（5－32－5）

　〈惟〉

　　　　　　　　　タぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス
　・見ルヘキノ：文：ナク惟覗聴二由テ學フニ過キナリキ（1－49－10）

i〔たとえ（設・縦・設令・假令・縦令）〕

　〈設へ〉

　　　タト　　　　　　　　　　　ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツクナ

　・余レ設へ今日酒ヲ過ゴスルモ明転ハ必ス之ヲ償フ（1－17－1）

　タト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂカ　　コヘロ　ウゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　フウ

・設へ富貴ヲ以テスルモ女ノ心ヲ動カス■能ハサルヲ謁スルナリ（3－97－11）

　　　　　　　　　　　　　　一57一



　タト
・設へ君マルツラバースト小異アルモ（4－33－4）

〈縦へ〉

　　タト
・霜縫へ之ヲ知ルトモ亦如何トモスベカラス（4－88－3）

　〈設令〉

　　　　　タ　　ト
・僕思フ舗設令へ今年命ヲ下スモ（4－8－11）

　タ　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シユペツ

・設令へ君ノ父然ルアルモ亦一一・Pt殊別ノ友入アリテ（4－39－5）

　〈假令〉

　タ　ト　　　　　　　　　　パウ　　タツ

・假令へ十分ノ翼望ヲ達スルコ能ハナルモ（1－54－7）

　タ　ト
・儂令へ余レ友人と談話スルモ何ノ磁力之レアラン（5－45－9）

　〈縦令〉

　　タ　ト
。余縦令へ不幸ニシテ貧塞ノ中二苦メ托（1－3－4）

　　　　　　　　　ビソボフ
　タ　ト　　　　　　　　　　　　　　　　スクナシ

・縦令へ入七二在ルノH少ト雌托猛ホ後世アリ（2－136－9）

　タ　　ト　　　キのマソ　　ぷイジユ

・縦令へ巨萬ノ接竪アリト錐iモ必ス大事ヲ爲スヲ得ン（3－120－10）

〔まことに（翼・誠・洵）〕

　〈瑠興二〉

　　　　てコト
　・僕力意蝿二外印人ナリト謂フニ非ス（1－11－8）

　〈誠二〉

　　　ロきマコト
　・加力言誠二信ナリ（1－11－1）
　　　　　ホソトウ
　マコト　キソレ
　・誠二僅々民商ルモノナリ（3－83－5）

　　　　マコト　シソ
　・子ノ言誠二信ナルヤ（3－88－5）

　　　　マヨト　リ
　・君ノ言誠二理アリ（4－46－8）

　〈薫製〉

　　　　マコト
　・婦日ク洵轟然り（4－16－1）

　　　　　　　　　　　ぐコト　うむコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネソレイ　　　　　テ　
　・果ソ侯ノ雷ノ如クナラバ洵二喜ブヘシト難1モ猫り其年齢ノ相適セサノレヲ如何ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4一一57－4）

　リヤウジソ　　　　マコト　　　　　　　　　　　テソウソ

　・良人ノ言，洵二然りト幽モ是天蓬ノ然うシムル所ニソ（5－14－2）

　　　　　ジヤウトウ　ウガ　　　　　　　　マコト　マ
　・能ク人ノ情盛ヲ穿ヅが如キハ洵二稀レニメ（5－33－3）

　　　　　　　　　　　　　　一58一



②読み方のゆれている漢語

〔カイすとゲす（解）〕

　　マイ
　〈解ス〉

　　　　　　　　カイ
　・妾，君力意ヲ解スルコ能ハス（1－34－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カイ　　シユウセイ

　・マルッラバー一一ス善ク生理ヲ解シ終生己レノ醜美ヲ論ゼサリキ（2－15－1）

　　　ホト　　　　　　イ　　　カイ

　・二二ント其意ヲ解スルコ能ハス（3－64－12）

　　　　　　セイシツ　　カイ
　・余彼レノ性質ヲ解スル1能ハス（3－100－2）

　　　　　　カイ　　　　　　　　ゴ　サツ
　・其詩意ヲ解スル者ト誤察シ（4－31－10）

　　　　　カイ
　・僕之ヲ解スル能ハズ（4－54－2）

　　ゲ
　〈解ス〉　　　　　・

　　　　　　　　　ゲ　　　　　　　　アタ
　・莞未タ大翁ノ意ヲ解スルコ能ハス（1－4－6）

　・未タ其語意ヲ解スル「能ハス（3－53－10）

　　　ツヲグヲ　　　　　　　　　　　　　マツタ　ゲ　　 りゲダ

　・余熟々子ヲ見ルニ物理ノ全ク解シ難キ者二三ラス（2－131－9）

　　　　　　　ゲ　　　ガタ
　・君ノ言翼二二シ難シ（4－37－12）

　　　　ロト　コト　　ケソバウ　　　　　　　 ゲ　　　ヤス

　・君ノ言ハ悉ク権謀二出テ・解シ易カラス（3－103－7）

〔コウジョウとコウセイ（厚ぜ青）〕

　　コウジヤウ
　〈厚情〉

　　　　　コウジヤウ　ジ　　ガタ　　　　　　　　　　　ダク

　・彼レ其厚情ノ僻シ難キヲ以テva　＝諾シテ（3－43－6）

　　　　　コウジヤウ　ウ
　・主人ノ厚情ヲ受グ戴ニー泊メ（4－100－1）

　　コウセイ
　〈厚情二〉

　　マナ　　　　　　　　カウセイ　　ジ

　・特二主人ノ厚情ヲ僻セントスル時，（1－8－9）

　　　　　コウセイ　　せト　　　コヘロリ

　・主人ノ厚情二戻ルヲ快シトセス（1－9－1）

　　　　コウセイ　　　　　　　　アヤ
　・　rtノ厚情謝スノレニ綜リアリ（2－45－5）

　　　　　　　ヨウせイ　　ナ　　　　　　コ　ヤウ　　　　　　　　　エソリウ　　　　　　　　　　　ヒ

　・僕，二等ノ厚情二憧ソキ故郷ヲ忘レテ滝留スノレコ既二久ナシ（2－76－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤ　　　　　　　　　　　カウセイ

　・マルソラバース謝メ日ク鴛ノ厚情實二謝スル所ヲ知ラズト（5－18－6）

〔ソンケイとソソキョゥ（尊敬）〕

　　ソンケイ
　〈尊敬〉

　　　　　　　　　　　　　　　一59一



　　　　イウン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソソケイ

　。君ヲ職親スルノミナラス又君ヲ尊敬シ（2－82－11）

　　　　コウオソ　　オや　　　　　　　　　ソソケイ

　・君ノ鴻恩ヲ思ヒ永ク君ヲ尊敬セントス5（3－57－7）

　　ソンキヤウ

　〈尊敬〉

　　　　　ソソキヤウ
　・心二君ヲ奪敬スルコト猫ホ騨二於ルカ如シ（4－5－3）

　　　　　　　　　　　　　　　ソソキヤウ
　・女子ノ天性美麗ニシテ衆人之ヲ尊敬シ（4－23－1）

〔チョウボゥとチョウモウ（眺望）〕

　　テウパウ
　〈眺望〉

　　　　　　　　テウパウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
　・舟ヲ岸下二神キ眺望二時ヲ移シテ吟聲ノ緬ユルモ也タ知ラサリキ（2－45－11）

　　テウサウ
　〈眺望〉

　　　　　　　　　　　　カイメン　　フウケイ　　テウモウ
　・数十名ノ旅客船上二出テ海面ノ風景ヲ眺望ス（5－12－9）

〔ドウギョウとドウコウ（lff行）〕

　　ドウギヤウ
　〈同行〉

　　　　　ソウソウア　カイ　ドウギヤウ
　・一臼一媚一僧綱・逢ヒ街上ヲ同行ス（2－117－6）

　　ドウカウ
　〈同行〉

　　　　　　　　ドウカウ　　　　　　　　　パンサソ　　キツ
　・子ト或ル家二闘行シテ嗣ク晩餐ヲ喫センカ爲メナリ・（3－121－2）

　　ドウカウ　　　オホク　　　シソワ　　　　　　アタ

　・同行ノ人多シテ親話スル”マ能ハス（3－43－11）

　　　　　　　　ドウカウ　　　　　　　　　
　・僕モ亦子等ト固行シテ共二階動二鋪ラン（5－64－1）

③現代と読み方のちがう漢語

　ギヤウテイ
〔行程〕

　　　　　ク　　　ギヤウテイ
　・Hモ亦暮レ行程猫ホ歎里アリ（3－4－3）

　コウメイ
〔功名〕

　　　　チカツ　ロウメイ
　・吾レ’誓テ功名ヲ好マナルヘシ（2－74－3）

　　　　ツヒ　　コウメイ
　・是レ終二功名ヲ得ル駈以ナy（3－25－1）

　　　　　ドソサイ　　 コヴメイ　モトム　ァタヵシユウジソジシ
　・我輩ノ鈍才ヲ以テ功名ヲ求ルハ恰モ舟人ノ兇子タルカ如シ（3－3G－8）

　シ　　カ

〔詩歌〕

　　ダソ　　ユ　　　　シ　カ　　　ウツ

　・談ヲ伊躍ノ雲寺歌二移シ　（3－99－6）

　　　　　　　　　　　　　　　一60一



　シ　　ヒ

1〔是非〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　ヒ

　・幸イテンプルトンノ隣家ユ在ルヲ以テ先ソ其事ノ是罪ヲ問ヒ（2－110－4）

　シヤベツ
’〔差別〕

　　ぜウハク　　　　　　ノゾ　　　　　　ヒ　ガ　　　シヤベツ　　　　　　　イト

　・窮迫ノ時二臨ンテハ彼我ノ差別ヲ問フニ蓬マアラス（4－35－11）

　ダ　ハク
て打撲〕

　　タト　　　　　　ダ　 ハク　　ア　　　　　　　　　 サム

　・設へ人ノ打撲二遇フモ瞥テ鐙ル■ナシ（1－15－1）

　ダソウン
て淡雲〕

　　　　　なウロウ　　　　　ンユンゲツ　　　　ムナン　ダアクソ　　　　　　　　　　　　　タノシ

　・妾ノ心ハ朦朧トyテ春月ノ如ク空ク淡雲ノ中二在ツテ常二樂マス（3－57－2）

　ナソニョ
て男女〕

　　　　マンダウ　　　　　　ナゾニコ　　　　　　ラウジヤク　　　　コトソ　メ　　　　　　　　　ソへ

　・此時満堂ノ衆客舅女トナク老弱トナク霊ク眼ヲ爾人二注キ（3－97－9）

　　ロ　バウ　　ナソニヨ　　　シあバク　　ア

　・路傍ノ男女或ハ手粕ヲ揚ゲ（5－75－1）
　　　　　　　　テスグヒ
　ニヨワウ
i〔女王〕

　　クナイシヤウ　　　　　　　　　　　　ニコワウ　　ゐツ

　・宮内省二出テ初メテ女王二謁ス可ケレバ（4－56－5）

　ぬヨシ
〔女子〕

　　ア　　　　　　　　ムジヤウ　　　　　　　　　　　あヨシ

　・貯よ天下無楠ナルモノハ女子ナリ（3－IOI－9）

④現代と意味のちがう漢語

　ジ　セ
〔事放〕

　　　　　　　　　ジ　コ
　・今日止ヲ得ナルノ事故アリテ外出ス（1－82－3）

　　　　　　ジ　コ　　　　　　　　　シドカウ
　・此クノ如キ臨幸ハ婦女ノ思考ヨリ出ルヲ以テ（2－111－6）

　　　せ　　サィコソ　　　　　　　　　　ジ コ　　　　　ッヒ　 メト

　・・余固ト再婚ヲ欲セナリシカ事故アツテ終二嬰レリ（3－74－6）

　　　　ジ　ぱ　・何等ノ事敏アリテ彼レ僕ヲ見ン■ヲ欲スルヤ（4－62－4）

　　　　　　　　　　ジコ　　　スロブハソバウ
　・今夕止ムヲ得ザルノ事故アリテ頗ル繁忙ナリ（4－73－11）

　ジンコウ
て人日〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジンコウ　　フ

　・希縢ノ古典又ハ羅馬ノ欝事ニシテ巳二潰ノ人口　＝鰯レタリ（3－72－11）

　　サソカイ　　チソミ　　　　　　ピシユ　　　　　　　　　　テキ

　・山海ノ区裁遽近ノ美酒一二人口　＝tzセナルナシ（3－85－6）

　　　　タチマ　　　　　　　クワイシヤ

　鴫姓名忽チ人ロニ縢災シ（3－23－6）

　　　　　　　　　　　　　　　一61一



　　　フシヤウ　　　　　ハカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クワインヤ

　・僕不肖ニソ闘うズモ姓名ヲ人ロニ三災セラレ（4－105－9）

　　　　　　　　　　　　　タワイシヤ　　　ツに　　　　ハウゴ　　　　　　　　　　　　ホソヤク

　・是レ乃チ其書名，人ロニ謄震シテ途二我邦語ヲ以テ之ヲ翻課セシムルニ至ル

　　ニヘソ
　　所以ナリ（5－77－3）

〔三時〕

　・當時子エプル府下二冠タルノ美人ナリ（2－1－12）

　　　　　　　　　コト　
　・當時ノ才子美人盤ク來テ交うサルナシ（2－21－4）

　・之レヲフuレンスト呼ヒ當時英幽第一ノ密貴ナル家ノ女｝云フ（3－95－7＞

　　　　　　　サイン
　・侯ハ當時ノ才子ナリ（3－121－4）

　　ヴソジソ　　ブシ　　セイジカ　　 ドクシヨカ　　　　　　　クリソ
　・文人アリ武士アリ政事家アリ讃書家アリ皆ナ欝時二冠タル者ノミナリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－122－8＞

　　　　　　　カジソ　　　　　ア　　　　　　　　　　ゆセキゼソ

　・五時有名ノ佳人フロレンス寂然5メ猫坐ス（4－19－10）

　　　　　りむカウ　　　　　　　フ　ザイ　　　　　　　　　り　　　　　　ヘウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オク

　・外乱二旅行シ當時不在ナレバマルソ湧バース受ケテ之ヲ狂顛院二迭り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－94－3＞

　ベツゲフ
〔別業〕

　　ンみカ　　　　　　　　　　　ヨト　　　　　　　　　　ベツゲフ　　　　　　　　　　　　　シヨネツ　　　サヒ

　・首夏二及ンテ講ク田舎ノ別業二行キ以テ暑熱ヲ遜ク（3－14－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベツゲフ
　・クレーーブラゾドハ田園ノ別業二千リ（3－29－6）

　　　　　　　　　　　　　　　ベツゲフ　　マネ
　・クラレンドンハ衆客ヲ野外ノ別業二招キ（4－36－10）

　　コ　　り　　　　　　　　ヘ　　　ワカ　　　　　　　　　　　　　マタガリ　ベツゲフ

　・クレープランドニ別レ’ヲ告ゲ馬二跨テ別業ヲ去ル（4－59－2）

　　　　　　　　　　　　ヂソェソ　　ベツゲフ　　ウツ
　・却説マルツラパースハ田園ノ別業二移り（4－83－4）

　　ハはママ　　　　　　　　　　　　ベツゲフ　　　　　　　　　　　　　　　　　チコンヨ

　・侮三又ハ閃舎ノ別業二住メ專ラ心ヲ著書二用ヒ（5－42－8）

　　　　　　　ベツゲフ　　トソキヨ　　　　フウゲツ　　タノシ
　・：身ハ田奢ノ別業二鼻唄：シテ風月ヲ娯ミ（5－76－4）

⑤現代と字順のちがう漢語

　くニイメイ

〔聲名〕

　　　　イタ　　　　　　　　　　　　　　ムサボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウむがウ

　・唯タ徒ソラニ聲名ヲ禽ルカ如キハ之レヲ偲傲ト総シ（2－82－3）

　　　　セイメイ　　ア
　・終点聲名ヲ揚クルニ至ランF（3－114－7）

　　　　　　　　ケイドウ
　・其聲名近村ヲ傾動ス（4－104－9）

　　セイメイ　　　　　　トでロ

　・聲名欧洲二陣キ三才ノ見ト旧任猫之ヲ知ラザルナキニ至レリ（4－105－6＞
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　　　ウ　ユキ　　　　　　アラ　　　　　　　　ヤキ　

　　・有盆ノ書ヲ著ハシ聲名籍々（5－75－5）

　　タノナツ
　（悶訣〕

　　　　　　　　ダソグツ
　　。一身ノ遙｝暴ヲ噺決スノレ「倉旨ノ、サノレヲ知ノレノミ　（2－55－8）

　、〔怨勘〕

　　　　　　　　　　　　　ニソカソ　　・瀧面赫然タリ然レトモ能ク忍堪シ（2－129－2）

　　ニンジコ
　｛任叙〕

　　　　　　クワゾク　　ニンジロ　　　　　　　　　　　　　　なト
　　・余ヲシテ華族二任叙セシメラレン1ヲ求ムルナジ（3－89－12）

　　　　　ニソジヨ　　　　　　　　マす
　　・華族二任叙スルヨリ勝ランカ（3－i16－6）

　（3）近代語甕料の調査

　本年度は，東北大学図書館（狩野文庫）の繭学資料〈医学関係〉と，宮城

撮立図書館（伊達文庫）の明治期小説類の調査を行なった。なお，東北大学

では，佐藤喜代治氏，加藤正信氏，宮城県立図書館では，茂庭邦元氏，小松

光三氏，角田主一一氏，佐藤宏一氏のお世話になったQ

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　来年度は，（1＞漢語研究に関する著書・論文囲録の作成作業を継続し，

．〈2）『欧州奇事花柳密話』『通俗花御春話』の点検，疑閥カードの処理，一覧

表の作成，および，分析に入りたいと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飛田）
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電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目　的・意　義

　電子計算機を使って，語彙調査・粗字調査，あるいは用語索引の作成など

を行なおうとすると，言語単位（単語）の認定や活用形の処理・漢字の取り

扱いなど，計算機に，ことばや文字を扱わせる上での，さまざまな問題が生

じてくる。

　現在進行中の語彙調査においては，集計処理・活用形処理は，電子計算機．

にまかせているが，単位切り，よみがなつけをはじめ，語種。晶詞・活用な

ど各種の情報つけは，すべて人手の作業にたよっている。これは，今回の語

彙調査々こ限らず，漢字かなまじりのデータを電子計算機に扱わせていくとす

れば，用語索引の作成にしても，機械謙訳や情報検索の場合にしても，こう

した作業に，多くの人手と時間をついやしてしまう。しかし，一連の機械処、

理システムにおいて，システムの各所に人手による作業が介在することは，

処理の能率に響くばかりでなく，データの等質性が保ちにくいために，思い

がけないミスを生みやすい。

　そこで，単位切り・よみがなつけ，および品詞・活用などの情報つけの作

業を，大幅に自動化し，入力データの作成から計算機処理までを一貫したシ

ステムにのせる目詰で，この研究を進めている。しかし，このような言語的／t

な而の処理を電子計算機にやらせるためには，データの言語的な性格を十分

に分析し，一一つ一つの処理について最も基本的なところがら手順を検討して

いかなくてはならない◎そのため現在進行中の新聞語彙調査の処理結果の分

析や処理システムの検討が，重要な課題となる。

　なお，この研究の当面の目的は，語彙調査・用字調査の処理システムの嵐

上に．あるとしても，その成果は，日本語の言語データの機械処理に理論的根．

拠を与え，各種の言語清報処理の進展に役立つものとなろう。
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B　担　　当　　者

　この研究は，第一資料研究室の田中章夫・江川清・中野洋が担当し，感量

計量調査室の石綿敏雄・斎藤秀紀の協力のもとに進められた。また，第一資

料研究室の益子芳江。堀江久美子。紺野雅子が，駅究作業を助けた。

　　　　　　　　　　C　これまでの研究経過

　電子計算機の導入以来，大量語彙調査の調査方式の検討・調査システムの

開発等のほか，つぎの五つの研究課題をとりあげ，その理論的な側面の概究

と，実験的なプログラムの作成に当たってきた。

　1）　霜語単位の自動分割

　2）　漢字データの機械処理法

　3）　構文解析の自動化

　4）　活用形の処理方式

　5）　語彙分類の自動化

　このうち（1）の「言語単位の自動分割」は，石綿敏雄・江川清が担当し，そ

の成果は，「電子計算機による言語単位分割自動化の研究（石綿・昭41．1，こ

の題餓こる科学研究費各個研究の報告書として作成された孔版印刷物）」「漢字かな

混り文の浅動単位分割に関する一研究（江川・計量国語学43）」に発表した。

　②の「漢字データの機械処理法」としては，漢字に自動的に「よみがな」

をつけていくシステムを作成し，その内容は「漢宇の自動解読システム佃

中章夫・計量圏語学48）」に紹介した。

　㈲の「講文解析の自動化」については，石綿敏雄・斎藤秀紀が担当し，

「前文解析自動化の研究（国立國語研究駈報告35〈電子計算機による国語研究∬〉

所収）」に，それまでの成果をまとめた。

　（4）の「活面形の処理方式」の砥究は，江川清が担当し，活用形の終止形変

換プログラムを作成した。このプVグラムは，新聞語彙調査の処理yステム

に組みこまれ，すでに実用の段階に達しており，その内容は「活用形処理の
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自動化に関する一方式（報告34）」に紹介されている。

　⑤の「語彙分類の自動化」については，層別の分類法を扱ったものに，林

四郎「新聞語彙調査における層別とその意味（報告34）」があり，語種・品

詞・活用および語構成などによる分類法を扱ったものに，中野洋「語彙調査

の類別語彙表について（報告34）」がある。

　以上のほか，システム設計の基本的な資料を得るために，漢字かなまじり

文のエントロピーの計算プログラムを作成し，実験テストを実施した。膜

字かなまじりデータのエントロピー（斎藤秀紀・計蚤国語学43）」に，そのテ

スト結果が報告されている。

　なお，43年度から，文部省の科学概究費（試験研究）による「言語情報処

理における漢字処理の実験的研究（研究代表者・林四郎）」として，「漢字

一かな（ローマ字）の相互変換シズテム」の研究を行ない，漢字かなまじり

データを，全文かな（U一マ字）に変換するシステムを作成した。

　　　　　　　　　　　D　本年度の研究

　前年度までに進行したシステム設計と，理論的側面（アルゴリズム）の研

究の上に立って，本年度は，主として，システムの作成と，その実験テスト

を試みた。

　1）語彙調査デP一夕の一貫処理法の研究

　この研究は，すでに完成している「単位切りプログラム」「よみがなつけ

プログラム」「活用形の代表形（終止形）変換プVグラム」を，一貫したシ

ステムに組みあげ，さらに「付加情報つけプログラム」を加えて，語彙調査

のデータ処理の自動化を目ざすものである。本年度においては，すでに完成

している上記の各種プUグラムの精度と処理能率の向上をはかるとともに，

「付加情報つけプログラム」の開発に当った。

　F付加情報つけプログラム」は，データの中の各単語に，位置情報（語構

成・複合形式等を示す情報），語種情報・品詞情報・活用情報を，自動的に

与えていくもので，年度内にプログラムの作成を終わり，テスト・ラソを実
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施した段階である。

　2）漢字かなまじり文のエントロピーの調査

　これは，漢字かなまじりデータにおける文字・記号の現われ方を，電子計

算機を使って調べるものである。新聞記事20万字分のデータについて，2文

宇連糸・4文字連糸（String）における文字の連続確率の計算を完了し，調

査結果は，すでに各種プログラムの設計において，基本的な資料として活捌

されている。

　3）　よみがな方式による，かな（ローマ字）データの漢字変換

　全文かな書き，あるいはローマ字書きのデータを，漢字のよみがな単位に

サーチにして，自動的に漢字かな：まじり文に変換していくシステムの研究で

ある。この方式の利点ts　v従来，一般に行なわれてきた単語単位の変換方式

よりもテーブル（辞書）が小さくてすむうえ，テーブルの更新・さしかえの

必要性が，ほとんど起らないなどの利点がある。これは，単語の数は多い

が，それに使用される漢字の音訓のバラエティが少ないこと，および，現代

において，漢字に新しい音訓が生ずることが，ほとんどないこと等の理由に

よる。

　年度内に，システムの設計を完了し，　「よみがなテーブル（辞書）」の作

成にとりかかったところである。なお，この研究は，文部省の科学研究費

（試験研究）による「言語情報処理における漢字処理の実験的研究」の一・都

’である。

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　語彙調査データの一貫処理法の研究については，現在，実験テストを行な

っている「付加情報つけプログラム」の完成をめざすとともに，すでに完成

している「自動単位切り」「よみがなつけ」「活用形処理」の各プログラムを

・一ﾑシステムに組みこんでいくのが，当面の仕事である。

　エントロピーの研究では，調査を終了した，漢字かなまじり文のエントロ

ピーの計算結果を一部補正して，言語情報処理の関係者に，結果を公表する
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予定である。また，この成果の上に立って，かな文字のエントロピーについ・

て調査を開始する予定である。

　つぎに，「漢字一かな（U一一マ字）」の変換システムについては，さしあ、

たり「よみがな方式による，かな（ローマ字）の漢字変換システム」の作成

を進め，将来は，これを，すでに作成ずみの「漢字のかな（ローマ字）への

変換システム」と組み合わせて，「漢字一かな（ローマ字）相互変換シスデ

ム」の開発1・Z進む予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）
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社会構造と言語の関係についての基礎的研究

A　目　的・意　義

　言語あるいは言語生活は，社会生活およびそれを規定している社会構造と、

密接な関係を持っている。その関係を明らかにするための基礎的準備的研究：

を行なおうとするものである。

　比較的単純な構造を持つと思われる農村について，共通語生活と方欝生活

との交渉・接触の面を重視しつつ，言語およびその用法（の変動）と社会構

造および社会生活（の変動）との関係を明らかにすることを臼ざしている。
　　　　　　　　　　　　　　　だ　て　　　　ほ　ばら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　にわ

　中心の調査地点としては福島県伊達郡保原町地区および福島市郊外の茂庭

地区を選んだ。

B　担　　当　　者

　飯豊毅一（音韻・文法を中心に言語および言語使用の面），渡辺友左（語・

彙および社会構造，ならびに両者の関連の面）が担当し，中島美智子が作業、

を助けた。

C　これまでの経過

　昭和40年度1こ始めたこの調査は昭和43年度までに次のようなことを行なつ．

た。

　（1）老年羅を対象とする，音韻・文法の方雷体系の概略の調査と一部め語

　　彙体系（親族語および形容詞・形容動詞）の調査。これについては「福

　　腸北部方書の親族語と形容詞の語彙体系一福島北部調査報告1」　（函

　　立圏語研究所論集3fことばの研究』昭和42年3月）や『国立国語研究所年

　　報19』等にその一部を報告した。なお，この地の方言体系の特質を明ら

　　かにするために東北地方・関東地方等の各地についても参照調査を行な
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　つた。

〈2）録音資料による実態調査。話し手の性・年齢・教養等の違いによって

　使用言語がどのように異なるかを調査するために録音採集を行ない，そ

　のうち8時開平について文字化し，これより採集した約7万枚のカード

　によって分析を始めた。これは本年度に継続する。その～部については

　『国立国語研究所年報』17・18・19・20に報告した。

〈3）社会構造の調査。各種統計表や記録により概観調査を実施した。その

　一部は『社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）一親族語彙と

　社会構造一』　（国立国語研究所報告32）に報告した。

（4）社会構造と語彙およびその用法の構造との関連の調査。親族語彙につ

　いて，それが親族組織およびその社会生活における機能とどのような関

　係にあるかをみようとした。これに．ついては前認の『国立国語研究所報

　告32』にその一部を報告した。

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

1　平語および言語使用の調査

　1．1録音資料による雷語使用の調査

　前年度にひき続き，約8時閥分の録音資料について，分析を行なった。分

析を行なった項目は次の通り。

　保原地区4時間分（ほぱ文節相当の単位によるカード枚数　19，042）

　（1）語中・語尾において，共通語＋音に対応して，どのような音声が絹

　　いられているか（一t一か，一d一か）。

〈2）文末助詞「～ナエ，～ナシ，～ナン」等がどのように用いられている

　　か。文末尊敬表現法がどのようであるか。

　茂庭地区4時間分（ほぼ文節相当の単位によるカード枚数　18，010）

＜1＞共通語の／SO／に対応して，どのような音声が用いられているか（指

　　示詞等の場合，たとえば〔sore〕　〔hore〕〈それ〉はどのように用い

　　られているか）。
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　②　共通語の「～するが」「～するけれども」などに．対応する逆接の条件

　　を表わす言い方が，どのように用いられているか。

　（3）主格・所有格を表わす場合にどのような形式が用いられているか。

　1．2　言語使用の意識に関する面接調査（場面調査を含む）

　福島累北部地域（保原町地区・茂庭地区）の人々の言語使用の意識につい

て，昭和45年2月28日より3月30日にかけて，i面接調査iを行なった。

　被調査者約220人。主として老年層（60歳以上），壮年厨（40歳代），青年

属（20歳代）の聞にどのような違いがあるか，男性・女性の聞にどのような

違いがあるカ㍉音声。音績や語彙や文法等のどのような：分野にどのような達．

いがあるかを調査しようとしたものである。この調査の企画・立案等はすべ．

て飯豊が担当したが，具体的な調査実施においては室員渡辺友左のほかに菅’

三絃氏（福島大学教授），渡辺義夫氏（福島大学講師），大橋勝男氏　（1新潟，

大学助手），中松竹雄氏（東京教育大大学院生），竹野克雄氏（福島大学生〉

の協力を得た。

　調査項匿の主なものは次の通り。音声・音韻関係としては，

（1）　／i／と／e／

（2）　／e／

（3）　／je／

〈4）　／ju／

（5）　／ki／

（6）　／一ki／

（7）　／kju／

（8）　／一kjo／

（9）　／一k一／

ae）

（1　1）

働

／si／と／SU／と／sju／

／ci／と／CU／と／cju／

／一ci／と／一CU／と／一cju／

息，駅，百円，インキ，薔われない

蝿，塀，聞かない，深い，短い

襟，縁側

雪，雷われない

金鷹至，　ヨ瓜，　聞力、なし、，　きカ、なし、

インキ，息，駅，雪，桑の木

急行

農協

聞かない，きかない，深い，短い，すじこ，急行，重箱，，

百円

　　　　　　梨，下，鹿，すし，茄子，手術，すじこ、

　　　　　　地図，注射

　　　　　　焼酎，狐，手術
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眼鋤　／zi／と／ZU／と／zju／　　　字，：璽箱

（1の／一zi／と／一zu／と／一zju／　手術フ地図，短い，すじこ

・（16）　　／一t一／　　　　　　白二

三　／一d一／　　窓

御）／kwa／　桑の木

・⑱／sja／　注射，写真機

．㈲　／sjo／　　焼酎

⑳／hja／　百円

伽　／一r一／　　白粉，柱，叱られた，言われない

・働　無声化　　聞かない，きかない，深い，短い，すじこ

　語彙関係としては

（1）バッタラ（解）　（2）ふりうち棒（解）（3）乗合馬車（解）（4）牡牛（解）

（5）嬰児篭（解）　⑥摺臼（解）　（7）自在鍵　（8）足半ぞうり（解）　⑨鼻ど

り（解）　⑬横座（解）　ω耕す（深く）　㈱耕す（浅く）　⑬降りる

・㈱走る　㈲汽車が走る　岡午後生食　（切奥山　㈲入ロの山　⑲たいくつ

して手持ぶさた（解）　㈲疲れているさま　伽水の入口　三水の出口

・⑳あらくれ　鶴畝道　㈲写真機　㈱ねじまわし　鋤日射病　㈱予定する

・鋤恥ずかしい　㈹おばあさん　（31）お父さん　㈱お母さん　圃赤ん坊　圃額

　（解）　圃かまきり　㈲とんぼ　鋤赤とんぼ　㈲竹馬　翻おはじき　㈱片

足飛　㈹「デッけ一」と「ズね一」の意味　〔注，（解）とあるものについて

は理解語としても調査した。〕

　文法関係としては

・（1）推量，あの人はさそったら行くだろうか，どこに行くんだろう，その山

とあの山とどっちが高いだろうか，きみは表奪：行ったろう，うちの子ども

は百姓になろうと商人になろうと自由にさせるつもりだ

②打消推量，あんなところにはもう行くまいと思った

・（3）仮定条件，だれも書かないなら　おれが書くしかないなあ，書きたくな
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ければ書かなくてもいいよ

1（4）確定条件，近いうち東京へ行かなければならない，あの人が来ないので

仕事が出来なかった

く5）逆接条件，高いのは高いけれども　木が生えていないからだめだ

く6）使役，うちのこどもにも高校の試験を受けさせましたよ

く7河能，そんな小さな筆では大きな字は書くことができない，きれいな字

なんて　おれには書くことができないよ，福島へなら今からでも行って来

られるだろう

⑧「買う」十「ベー」の形，京都に行ったら何を買おうかなあ

・⑨「来る」の命令形，何をぐずぐずしているんだ　はやくこっちへ来い

〈1①過去の経験，おれも行ったことがある

㈲回想，伝聞など，あの人はすもうが強かったつけなあ，きのう大きな荷

物を持って歩いて行くふうだったなあ，あの人も行ったんだそうだ

’（12）敬語表現，そうですね　お父さん，はい　そうでございます（恩師），

お父さん　これを書いて下さい，お早うございます，こんばんわ，いい天

気ですね（恩師），さあ　どうぞお上り下さい，おもしろいものをごらん

に入れますよ，あなたがお書きになったのですか，先生は何時の汽車に．お

乗りになりますか（恩師）

⑱二格へ格，東京へ行く，映画を見に行く，ここは福島へ行くのに〔は〕

便利になりましたね

⑭ヲ格，うちのこどもをばかにしていじめた，はさみを取ってくれ

’（15＞並列格，50円のと100円のとを買ってきた

㈲所有格，それは先生の帽子だ，これはだれの帽子かね，おれさえできな

いのにお前にできるもんか

劒その他，そのためにみんながひどい目にあった，これはおれの機械だ，
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　おれたちが買ったものだ

2社会構造と語彙およびその用法との関連について

　2．1親族組織の構造と親族語の意味用法との関連

　この課題についてこれまで調査研究してきたことをまとめて，中間報告書

鮭ヒ会構造と言語の関係についての基礎的研究②一マキ・マケと親族呼称

一3を刊行した。この報告書には，次の二つの調査報告をのせてある。

　①「狸言としてのマキ・マケと学術用語としてのマキ・マケ」

　②旧本人の親族呼称についての事例研究（1）」

　2．2性向についての価値観と性向語彙の意味用法の構造との関連

　人間の性向のありかたについて社会が伝統的にもっている価値観つまり

社会がその社会の構成員に卑してもっている「期待する人間像」（裏を返せ

ば「期待しない人聞劇）がどのようなものであったかを明らかにし，あわ

せて，それとの関連において性向語彙という語彙の一分野（の意味用法）が

伝統的に．どのような構造をもってきているかを明らかにする。

　さしあたって今年度は，人問の性向の中でも，セックスと言語活動の二つ

の小門園に関係したものをとりあげ，それと性向語彙の意味用法の構造とが

どのようにかかわり合っているかを明らかにしょうとした。そのため，まず

手はじめに，日本大学・東京外国語大学・共立女子大学・東京都立大学の学

生429名（男子223名・女子206名）に対して質問紙法による意識調査を実施

した。調査は，次年度も継続して実施する。

E　今後の予定

（1）言語および言語使絹の面においては，さらに場瀬により使用語がどのよ

　うに異なっているか等についてさらに詳しく調査を進める予定である。

（2）また，社会構造と語彙およびその用法との関連についても，通信調査を

　も含めつつ，さらに各方面から調査を進め，両者の関係を追究しようとし

　ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯豊）
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現代語の表記法に関する研究

　　　一送りがな・漢字一

　　　　A　目　的・意　義

国語の正書法を確立するうえに役立つ基礎資料を得るために，国語の文字

・表記法に関する諸問題を調査・研究する。

B　担　　当　　者

　調査研究の担当者は，林四郎・土屋信一・野村雅昭の三名であり，小幡利

子（44．12．31退職）が作業を助けた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　国語の文字表記についての諸問題を明らかにするために，これまで二つの

方向から調査研究を進めている。一つは文字活動をいとなむ読み手および書

き手を対象とした，表記行動に関する調査研究であり，いま一つは，書かれ

た文字資料を対象とした文字表記の調査研究である。

　前者として40年度から，「文字使用の実態調査」を採り上げ，後者として

42年度から，　f新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」を採り上げ，調

査研究を進めてき’た。

　「文字使用の実態調査」は，文字活動をいとなむ読み手および書き手を対

象として，その表記の実態や，文字・表記に対する意識・態度を調査するこ

とを意図している。40・41年度に送りがな・かな書きの問題を中心に準備的

調査を実施し，調査項目・質問形式・分析方法等につき検討した。その結

果，調査の内容を送りがな表記に限り，対象を中学生・高校生・大学生，お

よびふだん文字に接する機会の多い社会入合わせて約3，　000人としてノ42年

2月から9月にかけて本調査を実施した。引き続き電子計算機を使って集計

作業を進め，43年度末までに，集計作業のほとんど全部と，かなりの部分の
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分析を行ない，報告書の原稿としてまとめた。（『年報』18・・　19・20参照）

　「新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」は，第一資料研究室と言語

計量調査室で実施している，電子計算：機による新聞の語彙調査にともない，

漢字および表記の研究を行なうものである。語彙調査によって作成されたデ

ータ（磁気テープ）に，さらに機械処理を加え，アウトプッFされたデータ

に人手による処理を施し，各種漢字表，語表記表を作成する。そして，その

分析・記述を行なうというのが，そのあらましである。

　42年度には，電子計算機による処理方法の研究，ならびに，長単位データ

による，漢字：調査の機械処理システムの設計およびプログラムの作成を行な

った。そして，43年度には，1紙1年分長単位データの機械処理を行い，1

紙朝刊前半分用語二三の作成にとりかかった。

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　1　文学使用の実態調査（継続）

　集計作業は前年度まで1こほとんど終了しており，本年度は，新聞を読む特

問その他文字活動にかかわる質閥事項と送りがな表記との関係について，残

っているものを集計した程度である。また，分析は，次のものを行なった。

　（1）三々の語の送りがな表記の分析（経験年数別など）

　②　名詞と動詞との相関・単純語と複合語との相関

　（3＞同類の語の相関関係（類推作用の程度に関する分析も含む。）

このうち，（1）については，前年度行なった分析をさらに綿密に行なったもの

である。

　分析は年払末に終了し，その結果は記述され，報告書の原稿としてまとめ

られた。この調査研究は本年度で実質的には終了した。

　ll新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究（継続）

　本年度は，昨年度に引き続いて，漢字に関する調査研究を行なった。

（1＞　1紙1年分層瑚漢字度数表の作成（完了）

　　1紙1年分度数台帳にもとづき，話題別の層別区分による，度数一覧表
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（部首順・五十音順・度数順）を作成した。なお，下に，1紙1年分の出

現漢宇を，当用漢字表をもとに分類したものをあげておく。

　　　　　　　ユ紙1年分出現漢字の内訳

kとなり三論のべ字釧のべ％
当用漢字1 1，　827　i　615，　029

97．　6

　教育漢字
準教育漢字

　弗教育漢字

e補正漢宇

881

115

812

19

543，　054

18，　137

53，　447

　　391

－
Q
4

ρ
0
2

8

謄
D
1

8
0表外割 1，　056 15，　284 2，　4

㊥補正漢字
｛人名騰

そ　の　他

29

80

947

　985

4，　401

9，　898

O．2

0．7

L5

計 2，　883 630，313　1　loo．o

　1〔当用漢字で1回もあらわれなかった字〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウき　　　　　
　　韻・茎・倹・侯・搾・勺・詔・薪・錘・塑・嫡・痘・匁・畝・劾・嚇・
　　　を　　　　を　　　　ぜ　　　　　　　　　を　　　　　　　　　を

　　且・璽・遵・脹・朕・罷・濫（23字）

　〈注）○準教育漢字とは，昭和43年7月11日に告示された薪学翌指導要領で，小学

　　　　　校での学習が認められたもののことである。

　　　　○補正案で加えられるものの中には，人名用漢字と重複する「尚・杉・斉・

　　　　　竜」の4字と，字体の変更1・Cよる「灯」が含まれている。

　　　　01回もあらわれなかった字のなかで，肩に＊のしるしがあるものは，当用

　　　　　漢字補正案で削られる予定のものである。

｛2）　1紙朝刊前半弓長単位用語例表の作成（継続）

　　咋年度に引き続いて，朝日新聞朝刊（1月～6月）の用語例表にもとづ

　き，音訓・用法別の漢字表の作成を行なった。これは，45年度前半に完成

　するみこみである。具体的な作業は，以下のとおりである。

　（i）　用語例台帳からカードへの転記

　くii）　1司表記三三の判圃
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　　例：一月（いちがつ・ひとつき），通った（とおる・かよう）

　（iii）　単位分割

　　　○人名・地名・社名を含むもの

　　例：盤藤／首相，東京／都／知事，三井／不動産／株式会社

　　　○ナ変動詞・形容動詞の活用語尾を含むもの

　例：発表／する，旅行／し，元気／な，静か／に

　（iv）　活用語処理

　　｛殊読ま栂読む，立てN一立つ・立てる，打ち．｛二げ一一一・打ち上げ（名）・熟：“

　　　　ち上げる

　（V）　カードの分類・配列

　　　見出し漢掌を五十音順に配列し，それぞれの漢字の用語例を，音に．黒

　　いられたもの，訓に用いられたもの，人名・地名に用いられたものの順

　　に分類した。そして，さらに，それぞれの用語例を五十音順に配列した。

（3）新聞使用漢字の分析

　　本年度は，漢字の基本度についての方法論的な実験と音訓使用状況につ

　いての試験的な分析を行なった。詳しくは，下記の論文を参照されたい。

　　○野村雅昭「用語欄字調査における用語と用字の関係についての実験

　　　（そのi）」　（『国研LDP』4号）

　　○絢「新聞使薦漢字の性格一音訓度を申心として一」　（『国研LDP』5

　　　号）

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　（1）交字使驚の実態調査

　　　分析および調査の結果は，研究報告『送りがな表記の実態』　（仮題〉

　　として，45年度前半に刊行する予定である。

　（2）新聞の漢字および表記の研究

　　　45年慶には，中閥報告として，1紙1年分層別漢字度数表と1紙朝刊

　　前半分用語例つき漢字表を刊行する。また，残りの2紙2年分について
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（林）

の機械処理および人手による作業にとりかかる予定である。
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電子計算機による語彙調査

　　　一新聞を資料とする一

　　　A　目　　　　　的

　婦人雑誌，総舎雑誌，雑誌九十種と続けてきた現代語の用語の実態調査．

を，カードによる人為作業から電子計算機による鼠動処理に移して，データ

の処理量をふやし，語彙調査の結果を今日的課題の解決に役立つようにする

ことを騒約とする。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　雷語計量調査室の石綿敏雄，斎藤秀紀，木村繁（44．5．1退職）および第・

一資料研究室の田中章夫，南：不二男（43．2．28海外出張），江川清，中野洋・

がこれに当たり，言語計量調査室の花井夕起子，篠田美代子（44．6．30退

職），小高京子，田申由紀子（45．3．31退職），沢村都喜江（44．4．1採

用），下山いくよ（44．7．1暦学，第一資料研究室の益子芳江，堀江久美

子，紺野雅子が研究作業を助けた。計算機の保守のかたわらプログラムの作

成に口立電子サービスの田口昇氏の協力があった。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　昭和41年1月から12月までの新聞三紙（朝日・苺臼・読売）一年分を対象

とする語彙調査は，昭和41年から作業にとりかかり，42年末までは，ナソプ

リング作業，計算機にかけるための前処理作業および長単位処理プログラム、

の作成はほぼ完了し，1紙朝刊半年分について，テス｝・ランを実施した。

漢字テVタイプによる原データのさん孔作業と，それを入力して長単位関係

各種ファイノレ（磁気テープ）を作成するオペv一トとは，昭和42年度末まで

に，全体の3分の1に当たる1紙1年分について終了した。昭和43年度に

は，短単位処理のプuグラムの設計にとりかかり，長単位1紙1年分の機械．
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墜

処理を行なった。

　　　　　　　　　　　D　本年度の研究作業

　本年度の研究作業の主なものは次のとおりである。

　1．六単位の機械処理。

　長単位処理（年報18，19，20参照）に引きついで，その結果に人為作業を施

し，これを短単位機械処理のためのインプットとする。機械処理の過程は雄

図に示したとおりである。今年度は1紙1年分（94万単位）について処理を

開始し，これを完了した。この結果は次に述べる報告にのせた。

　2．報告書（中間処理）の作成。

　前年に機械処理を終わった長単位表と本年度に処理した短単位表を調査の

一本報告として刊行すべく，製表，原稿の作成を行ない，印刷にともなう校

正作業を行ない，刊行した（報告37）。その内容は大略次のとおりである。

　調査の概要の説明

　報告書に収めた表の説明

　五一一ト音直面単位表（使翔度数5以上の語13206語の表）

　度数順短単位表（語数岡上）

　簡易」31十音順長単位表（使用度数6以上の語11044語の表）

　度数」頃層別長単位表　（語数岡前，層は話題別）

　長単位履内順位表

　3．長単位データのさん孔

　本年度も引き続き原入力データのさん孔作業を行ない，本年度までで全体

のほぼ3分の2に当たる，朝刊2紙1年分，夕刊2紙1年分の第一次さん孔

を終了した。

　4．長単位処理プログラムの作成。

　本年度内に長単位処理プログラム作成者の一人が他に転勤したため，プU

グラムの運営上困難な問題が生じた。これを補うために，その部分を作成し

直した。その内容も別に図示する。転勤者があるために計算機のオペレーシ
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ヨソに支障を来たすことがあるのは一般の富庁会社等でもよく聞かれる例で

あるが，その対策の一つとしてプログラムをコンパイラ言語で書くように，

最近ではなってきている。この処理システムでもそのことを考えて，この部

分をCOBOL言語で試作してみた。

　5．類別語彙表の作成

　用語の調査に電子計算機を利用する場合の便利な点として，同一のインプ

ットから，多くの種類のアウトプッ5が得られるようになることを，数える

ことができる。語彙表に添えた語彙論・文法論的な情報を利用して，類別語

彙表を作成するプログラムを作り，これによって各種の語彙表を作成した。

本年度のアウトプットは

　外来語

　形容詞

　動詞

　助詞

　助動詞

　接辞

などである。

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　45年度では長単位機械処理をほぼ完了せしめて，これについて中処理の過

半を終了し，46年度に語彙表作成の全体作業を完了せしめる予定である。44

年度に作成した類別語彙表に，さらに他の類別語彙表をアウトプットし，報

告書として刊行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石綿）
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語彙論製表

長単位機械処
理の一一ms変更

1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
雪
篭
藍
建
ー
ー
ー
ー
ー
ー
変
…
ー
ー
ー
1
更
ー
ー
；
一
！
－
部
－
一
一
ー
ー
ー
分
1
ー
ー
ー
3
三
三
ー
f
ー
ー
ー
ー
ー
雪
暮
ー
ー

原デー一一一タさん孔

データの

漢テレ順ソート

文中度数の

カウント

＿隔嘱＿一＿＿」

配列情報転写
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国語および国語問題に関する情報の収集・整理

　国語に関する嘱託の一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとら

えるためを乙，前年度に引き続き，本年度も，昭和44年1月から12月までの刊．

行の図書・雑誌・新聞について文献調査を行なった。これらの文献目録は，

その他の資料。情報とともに，当研究所編『国語年鑑』（昭和45年版）に掲載

されている。

　以下，そのおのおのについて分類し，冊数および点数により，大まかな傾

向を示すことにする。　（）内に前年の数を示しパ今年のものと比較できる

ようにした。

　この調査および国語年鑑に関する作業は，次のものが担当した。

　　　田原圭子　　伊藤菊子　　中曽根仁

　　　　　　　　　　　　1　刊行書の調査

　圏語御製の刊行書について，書名・著（編）者名・発行所。発行年月■一

型・ページ数，ならびに内容を調べてfU　一ド化した。当研究所で入手できな

かったものについては，　「納本週報」（国立国会麟書館），その他の目録から．

惰報を補い，総数430冊の分類目録を作成した。

　刊行書の分類と，その総数

　｝」璽＿」鐙　（学）／　　　　　　　　　　語彙．用語

　　鴎搬　　　，、（、5）i人名●地名

　　鰍　　　　　　i文　　法｝

1静・音副
Fnf一

己糊憲
ロ

表O
等
・文

語用O彙聴

16　（23）

6　（2）

ll　（6）

匡章改体］

1方言嘱俗！

匡・ユケーシ・ヨ

一84一

13　（7）

3　（6）

5　（7＞

8　（6＞

56　（43）・



コミュニケーションー般　　1（15）

言語技術（話し方・書き方）21（30）

情報処理　　　　　　　　　4（5）

｝・ス・…か・・ンi・（・）

［蒔諏頸画

育教五
口

「門

･
霞

国

　土語教育一般

　学習摺導一般

　語彙・：文字教育

　文法教育

　聞く・話す

　読む・読書指導

　書く・作文指導

　文学教育

　幼児教育

　特殊教育

　学力調査

　糠語教科書・その他

1躰語の磯と鞘i
　　　　　nd’uz”’i

1証戦璽

3　（3）

9　（6）

23　（22）

18　（7）

O　（1）

O　（1）

12　（21）

14　（15）

4　（2）

2　（O）

2　（4）

1　（1）

3　（5）

10　（10）

32　（24）

瀬・回避
圏語辞典

用語辞典・用語集

特殊辞典

索　引

資
…

資料

史料
解題・飼録

年　鑑

斗
．牽

蓉
口

5（7＞

9　（17）

10　（15）・

9　（11）・

裕

　18　（22）・

　　2　（11）

　ll　（12）

　14　（13）

9．Z．．．9．．．．．g，．f2．　lllElll，1，21．．！llrmgg．，’

追

認語学その他

語彙・文法

方覆ー

コミュニケーション

隣吾教育

言語学その他

辞典・索引・資料

　　　　　総計

　　8　（le）・

　　4　（O）

　　9　（19）・

　　9　（5）

　　4　（1）

　21　（3）

　　6　（9）

43e　（450）　an一

　　　　　　　　　　　11　i雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，ならびに審贈された大学や学会・研究駈などの刊

行物から，関係論文・記事を調査し，題El・筆者名・誌名・発行年月・巻号

数およびページ数などを誕載したfU　一ドを作り，分類別カードE陽を作成し

た。当研究所で入手できなかったものについては，　「雑誌記事索弓U　（国立

　　　　　　　　　　　　　　一　85　一一



濁会図書館），「LLBA」　（Language　and　language　behavior　abstracts），その

他の目録類からできる限り情報を補った。採録した論文・記事の総数は，

2，　238点に達した（連載物などについては，各回ごとに1点と数えることは

せず，その題目について1点と数えた）。

　1　・一d般刊行雑誌，および大学・研究所等の紀要・報告類の種別数（函無類から採

　　　録した分は含ない）

　　a　一般刊行雑誌（学会誌も含む）……267（266）種

　　国語・種蟹文●言語ほか　　　　112　（115）　　　　　週干麺誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（2）

　　方言・浅俗　　　　13（8）　文芸・詩歌・芸能　　6（7）

　　国語問題　　　　　　　　3（4）　　その他（教育・社会学・

　　藻二言吾教育　　　　　　　　　　　　　　　21　（24）　　　　　　　　　’£済理学ほヵ｝）　　　　　　　　　73　（69）

　　マス・コミ関係　　　　　15（15）　　本年度臨隣にはいった雑誌

　　夕F國語　　　　　　　　　　　　　　12　（10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　（13）

　　b　大学・研究所等の紀要・報告類……202（209）種

　2　論文・配蜜の分類とその点数

i国語（学）【　86（・45）i離・二

選響動
濁語史一般

訓点資料関係

｝音声・音無

　音声・音韻一般

　史的研究

　アクセント・
　　　イントネ　・一シnン

区字畷記i

文字・字体

表　記

48　（33）

13　（17）

29　（25）

14　（17）

14　（5）

3B　（13）

48　（31）

語彙・用語一般

古　語

現代語

新語・流行語

外来語

名づけ（人名・地名）

辞書・索引

文

一
一
塗

21　（37）

46　（58）

27　（40）

11　（2）

1　（4）

8　（8）

20　（7）

一一一@86　一

文法上の諸問題（現代語法）
　　　　　　　　　　　159　（59）

更的研究　　　　　　　　　72（45）

敬語法　　　　　　　　　13（31）



「f葦τ翼蔵！

文章・表現一般

史的研究

i舌熱の葱馴

　古典注釈一般

　上　古

　中　古

　申　世

　近億以降

「藷・民俗！

　
　
　
　
縄

　
言
　
　
沖

三
方
部
部
・

一
の
　
　
州
俗

　
冨
地
東
西
九

方
各
　
　
　
属

「ヨミュニケーション

　　　　一．w．p
コミュニケーションー般

言語生活

言語活動

　言語活動一般

　書く・読む

　話す・聞く

情報処理

144　（71）

65　（74）

ヒス・コ・・ニケーシ・ンi

一般的闘題

4　（O）

9　（S）

17　（20）

8　（8）

9　（15）

33　（38）

27　（26）

19　（18）

17　（13）

6　（3）

エ1（13）

25　（29）

7　（12）

34　（61）

6　（37）

27　（35）

14　（3）

薪　聞

放　送

広告・童伝

印刷・出版

塵語問画
国語問題一般

表記法

　当用漢字など

国語教fi－

一87一

圏語教育一般

　言語能力の発達

国語教育史

学習指導一般

ことばの教育一般

文字　・　表鮒鮨教育

語彙教育

文法教育

聞く・話す

読む・書く

　読む・書く一般

　読解指導

　読書指導

　作文教育

文学教育

古典教育

漢文教育

特殊教育

学力調査

4　（1＞

16　（12）・

3　（3）・

5　（8　）・

42　（39）・

11　（13）・

4　（13）・

52　（48＞

9　（7　）・

11　（24）・

70（128）・

13　（22）・

15　（31）・

1　（21＞

71　（5e）

3　（31）・

30　（27＞

34　（57）

15　（13）

80　（79）・

23　（13）

5　（14）・

4　（2＞

8　（11＞

7　（4　）・



国語教科書・教材研究

1・凝の研究と教司

匿語学1
言語一般

意　味

比較研究

翻訳の問題

外困語研究

夕都圏言吾教育　（学習）

各困の言語問題

匿一一一料1

　資料一般

　口語資料

　翻　刻

　巨　録

隔評髄筆「

「寸評＝．紹介1

国語（学）その他

語彙・文法

辞書・索引

32　（45）

20　（22）

63　（12Q）

11　（30）

7　（22）

7　（15）

10　（31）

27　（59）

13　（17）

2　（O）

14　（14）

14　（20）

4　（4）

52　（46）

26　（24）

13（エ6）

1　（12）

文章・文体

方言・筏俗

国語問題

国語教育

璃本語の研究と教育

言語（学）その他

　　　　計

17　（11）

6　（3）

1　（O．）

9　（14）

7　（O）

15　（17）

2，049　（2，274）点、

追 補

騒語（学）その他

音声・音韻

文宇・表記

語　斜

文　法

文体

方言
国語問題

国語教育

日本語の研究と教育

言語（学）その他

　　　総計

34　（12）

11　（16）

9　（5）

18　（50）

10　（22）

10　（6）

17　（12）

6　（3）

20　（25）

7　（14）

47　（30）

2，238　（2，469）濃ミ

皿　新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・製本し，資

料として保存し，閲覧に供している。

　切り抜き総数は2，468点で，その内訳は次のとおりである。

　1　新聞の種類と切り抜き点数

一88一



［trllll’II’：夕刊劃

　朝　H
　　　　＊1
　（大阪）

　毎　日

　読　売

　（大阪）

　東　京

　産　経

　（大阪）

　H本経済

北海道

570（253）

（15）　（11）

198（154）

274（192）

（6）（10）

245（154）

lll　（91）

（1）（O）

126　（77）

68　（97）

西日本

　　　＊2
中音阻本

塵・その廻

N本読書新聞

週刊読書人

図書新聞

漸聞協会三

教育学術新聞

その他

　　　　＿勧

473（128）

49　（O）

14　（12）

51　（35）

28　（31）

21　（26）

5　（11）

33　（55）

2，468　（1，338）点

　＊1（大阪）は，各紙の大阪版であって，山田房一一氏から，関係記事のあるごとに

　　　送られたものである。

　＊2　中部日本薪聞は，見坊豪紀氏から寄贈された「日本語を考える」の特集のコ

　　　tO　一一である。

2　月別の切り抜き点数

　　　1月　　189　（87）　　　　　　2月

　　　4月　226（132）　　　5月

　　　7月　170（104）　　　8月

　　　10月　227（130）　　11月

3　新聞記寧：の分類とその点数

［壁（学）一副

匿声・音副

区t一＿二奎］

　文掌・表記

　活　字

彙

196　（87）

233（112）

186（110）

206（136）

158（128）

19　（9）

語

11　（2）

1　（1）

一89一

3ノ羅　206（109）

6月　226（118）

9月　206（89）

12月　197（124）

語彙一般

各種用語

単語・流行語・隠語

外国語・外来語

辞書
問題語・命名

人名・地名

452　（50）

23　（1）

52　（34）

43　（49）

31　（23）

60　（64）

320　（i8）



i文 法

閃
文体・表現

体

方 面

方雷一般

方言と標準語

各地の方言

屠語生劃
言語生活一般

ことばの閤面

ことばつかいの問題

敬語の問題

1言語活動

　言語活動一般

　語すこと（聞くこと）

　：書くこと（読むこと）

　読　書

・とばと機蜀

廼語雲量｝

国語問題一般

表記の問題

　表記一般

　当用漢字など

　かなづかい

　送りがな

16　（2）

22　（24）

27　（16）

　6　（6）

372　（92）

49　（47）

22　（14）

16　（32）

29　（9）

7　（5）

25　（29）

13　（19）

14　（11）

26　（42）

41　（57）

18　（16）

106　（61）

　2　（3）

　3　（2）

かな書き

横書き・縦書き

人名・地名の表記

外来語蓑記

ローマ字

1国語教司

　国語教育一般

　学習指導の問題

　　学習指導一般

　　謡す（聞く）

　　読む（読書指導）

　　書く（作：文指導）

　文学・古典教育

　特殊教育

　視聴覚教育

　V一マ字教育

　学力テス5

　幼児語教育

匿語学i
　言語一般

　野鼠語一般

　比較研究

　翻訳の問題

　外国語教育

　外国語に関する紹介ほか

躰語の研究と教司

E・・…ニケーシ・ン［

11　（7＞

2　（1　）・

3　（14）

9　（1＞

1　（2）

16　（33）

4　（19）

4　（5）

19　（le）

9　（10＞

3　（9＞

15　（15＞

o　（o）

1　（O）

O　（3）

14　（15）

49　（40＞

7　（16）

9　（4）

27　（35）

32　（30）

18　（5）

30　（35）
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　　マス・コミー般　　　　　21（15）　　　出　版　　　　　　　　　38（10）

　　新聞　　　10（4）匿評・紹介・か1　77（99）
　　放　　送　　　　　　　　　　　　　　　　　43　（13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　2，468　（1，338）、点
　　宣伝・広告　　　　　　　13（12）　　　　　　　　　　……聯漏…一瓢

　上意のごとく，切り抜き点数は皇紀よりも千百点あまり多かった。これ

は，朝El・読売・東出夕刊・西臼本夕刊などの各紙に連載記事があったこと

による（くわしくは，「繭語年鑑45年版」に掲載）。分類別の点数で，語彙一

般・地名・各地の方言・当用漢字などの項目の点数が，例年に比して著しく

多いのもそのためである。また，出版に関しての記事が多かったが，これ

は，日本出版学会の発足や，ブッククラブの誕生など，出版界に新しい動き

があり，それらに関する記事が各紙に掲載されたことによる。

　　　　　　　　〔付〕所外からの質問について

昭和44年度に電話で受けた質聞件数を月別に示すと次のとおりである。

暁∴撫騰臨IL卿1鑑騨臨！

　質閥の内容は例年どおり，多方面にわたっていた。用字用語について件i数

が多いのも例年どおりで，171件あり，そのうち52件は同音類義語に関して

だった。そのなかでも，今年度は「代・換・替・変」　「異状・異常」の使い

わけについての質問が多かった。そのほか，漢字の読みに関して93件，字体

に関して54件」かなづかい41件，送りがな39件など。また，語の意味，敬語

の使いかた，当用漢字，文法，ことわざの出典について，研究所および研究

所の刊行物についての照会なども，例年のとおり質問の多いものだった。電

話の質聞のほかには，はがき・封書による質問が16通，直接研究所に来所さ

れ質問した人が15人ほどあった。

　以上の質問件数は，すべて追完の係を通ったもので，所員が直接個人的に

受けた質問は含んでいない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（顧原，中曽根）

　　　　　　　　　　　　　　　一91一



図書の収集と整理

　前年度にひきつづき，砥究所の調査研究活動に疹要な研究文献および書語

資料を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位の御好

意に対して感謝する。

　昭和44年度に受け入れた図書および遂次刊行物の数は，次のとおりであ

る。

図　書

　　受　入………・・一…………2，200冊

　　　　　　購入　寄贈　製本雑誌その他
　　　和書　　　　　1，409　　　　　211　　　　　307　　　　　　82

　　　字口書　　　　　　　　92　　　　　　44　　　　　　54　　　　　　　1

　　　計　　　　　　1，501　　　　　255　　　　　361　　　　　　83

逐次刊行物（学術雑誌，紀要，年報類）

　　継続受入……………・…・……・50G種

　　　　　　購　入　　　寄　贈　　　　計

　　　＄X　57　ee　405　462
　　洋　　　　23　　　　　15　　　　38

　　　計　　　　　　　　80　　　　　　　　　420　　　　　　　　500

　　　　　　　　　　　　　ee新聞（8種）を含む。

　計

2，　009

　191

2，　200

（大塚）

一92一



庶　務　報　告

　
　
　
　
館
館

舎
在
地
物

　
　
　
　
ロ
ほ
　
　

庁
所
敷
建
オ
区

1　庁舎および経費

東京都北区稲付西山町

鉄筋コンクリートニ階建

　　電子計算機室

　　その他付属建物

　　　　計

12　経　費

　昭和44年度予算総額

　　　　　　　　　　　　　人　件　費

　　　　　　　　　　　　　事　業　費

　　　　　　　　　　　　　各所修繕

　．昭和44年度文部省科学研究費補助金総額

　　　　　　　　　　　　　一般研究（B）

　　　　　　　　　　　　　　ii　（C）

　　　　　　　　　　　　　　r／　（D）

　　　　　　　　　　　　　試験研究

鉄筋コソクlj一ト平家建書庫積1醐3）

鉄筋コンクリート平家建

　　　　　　　　豆　評　議

会　長　久松　潜一　　　副会長

　　　　（45．1．13会長就任）

10，　e30m2

（延）　1，576m2

（延）　　　213m2

　　　118m2

（延）　1，534m2

　　3，　441m2

157，　684，　OOO　iT］

ss，　os6，　eoe　p］

70，228，000円

　2，　370，　OOO　sc

　4，560，000円

　3，200，000円

　　270，　ooo　Fg

　　150，000円

　　940，000円

員会（昭秘5年3月31日現在）

有光　次郊

　（44．7．9副会長就任）
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阿部吉雄　石井良助　江尻進
遠藤　嘉基　　　　尾高　邦雄　　　　高津：春繁

佐伯　梅友　　　　佐U木八郎　　　　沢田　慶輔

年葉雄次郎　　　　永共　健三　　　　中村　晃夫

西毘　　実1　　西脇順三郎　　　薦田　義徳

松方　三郎　　　　山本　有三　　　　渡辺　　茂

　一w印は44．12．15新任。

中腸文雄・武藤俊之助両評議員は44．12．14離任。

　　　　　　　　斑　組織と職員

1　定　員

　　　　　教官　35　事務宮　15　その他　24

2　組織および三三（昭和45無3還3照現在）

園立国語研究駈

第一研究部

　話しことば研究室

齢ことば駿高

地方書語研究室

職
贋
部
蜜

室

塞

名｛氏　　名

副聯悦螂
長i野元菊雄

　1

長i上村幸雄
　i
　仲村　明

　1

　隅島達夫

1高本　翠

長｛農瓢

　　本堂　　寛

　　佐藤亮一

　　高田　　誠

　　白沢宏枝

　　一94一

　　　　　計　74

　備　　　　　　　考

44．2．27～45。3．8タF国出弓長

　　　　　　　　　（ブラジル〉



’第二研究部

　開語教育研究室

言語効果研究室

‘第三研究部

　近代語研究室

第四研究部

　第一資料研究室

節二資料研究室

名
好
知
ス
今
節
雛
清
講
軒
榔
愛
吟
敷
野
獣
好
仁
鴎
漏
出
清
洋
擁
解
碍
蜘
紅
血
一

95
「

名職

勤常非

長
長

部
室

長室

長
長

部
霊

長
長

部
室

長室

　備

G日姓山本）

45．　3．31　う蛭≧耳目

考

44．2．27～45．3．8　第一研多宅音匡長

　　　　　　　　　　　事務代理

43．2．28～45．5．31（予定）　夕｛・国出弓長

（■一ストラリア・ニュージランド）

44。　4．　1　採用



第三資料研究室

言語計量調査室

庶　務　部

庶　務　課

会　計　課

暗
証
臨
侮
糊
秤
雛
魏
繁
解
研
好
紐
離
州
撚
諺
に
三
囲
野
州
翻
蔽
理
．
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
夕
　

由
都
い
　
　
　
　
　
佐

　
藤
屋
村
幡
門
門
村
田
井
高
中
村
山
場
木
藤
山
本
岸
島
竹
浦
谷
木
井

氏

　
伊
林
土
野
小
石
肝
木
篠
花
小
田
沢
下
的
門
門
山
岡
根
田
根
占
渋
鈴
筒

よと出金

將
｝

　
9
6

簾
一

名職

働風室

長室

長
長
佐

　
　
補

　
　
長

部
課
課

長
佐
佐

　
補
補

　
長
長

課
課
課

　　備　　　　　　　考

44。4．1第三資料研究室長に併任・

44．12．31　i墨属目

…4・・譲護糊建長から配・

44．　4．30退耳哉

44．　6．30退耳哉

44・4・・監麟研楚から離

45。3．31退職

44．4．2採用

44．7．1採用

・4・…霧盆駿学会計課長

44．　4．　1　金沢大学経理課＝長…監こ昇任

44．4．16会計課課長補佐に昇任



図　書　館

職　釧民　名
　　　　｝中村二二

館　　長

船倉　正章

安藤信太郎

木村　弘治

岩田　茂男

（欠）

大塚　通子

大浪由紀夫

備 考

IV外国人研究員および内地留学生の受け入れ

L外魍人研究員

　　　　　氏名・職名

ヴィエスラフ・コタンスキー

　　ポーランド国ワルシャワ

　　大学教授

イルジー。ネウストウプニ

　　rt　一ストラリア国モナシ

　　ュ大学教授

研究題目 研究期間

M本語と外国語の対照　　昭和44．6．10から

研究　　　　　　　　　　　　　9．　10まで

E｛本語を中心とする日

本文化の国際的理解

昭零：t44．1．10から

　　　　　5。31まで

2．内地留学生

　氏　名

武田　治郎

伊藤勢津子

小鴎　幸枝

大久保団冶

　動務・職名

東京都立四谷商業痛

等学校教諭

富山県中新川郡上欝
町立白萩南部小学校

教諭

東海学園女子短期大

学圏文科講師

茨城県水海道市立水

海道小学校教諭

　　砺究ss　9

構想力を培う作文教

脊の基礎として

言語科における基礎

的な指導過程につい

て

語彙の機械処理にお

けるデータの取扱い

について

書く力を伸ばす学習

指導（特に二書くこと

の指導事項を申心と
して）

研究期間

昭和44．4．1から

　　45．3．31まで

昭和44．6ほ6から

　　　6．29まで

昭和44．7．1から

　　　8．31まで

昭和44．10．1から

　　　12．24まで
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高木　　宏

1969．　4．17

6．　3

6．　12一一．13

6．　13

6．18

7．　9

7．　9

7．11

7．3e

8．　6

8．11

8．16

9．　4

9．　17

10．　3

10．　7N　8

11．　6

12．　3’v　4

12．　4

12．　8

山口県防府市立華浦　　読解と読書と表現の　昭＄U44．11．6から

小学校教諭　　　　　　関連について　　　　　　　　12．5まで

　　　　　V　日　　記　　抄

東京教育大学教育学部入文科倉沢研究室柏村　四域ほか3名研究所

見学

文化庁附属機関庶務・会計部課長会議（圏立教育会館）

第28回文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議（私学会館）

文部省F｝f轄研究癬長会議（石膏会館）

第20回文部省所轄機関事務協議会（東京国立博物館）

第70回国立魍語研究所評議員会

議事

　1．副会長の選出について

　2．地方研究員について

　3．昭和45年度概算要求の事項について

　4．その他

国際基督教大学高橋たね氏ほかIG名研究駈見学

東京教誉大学附属小学校教畏藤井氏ほか7名研究所見学

埼玉県立川越女子高等学校教諭島臓洋一氏ほか生徒8名研究所見学

ラジオ関東アナウンサー3名研究所見学

長崎市立淵中学校教諭覇中修一氏研究所見学

岐阜市立三野国中学校教諭玉井武博氏ほか1名研究飯見学

アメリカ合衆国コーネル大学院D。Ashworth氏研究所見学

文化庁附属機関長会議（圏：立教育会館）

早稲田大学生アジ（インドネシア）氏ほか4名研究所見学

文部雀所轄ならびに圏立大学附置研究所畏会議第3部会（京都会館）

第51圓関東甲信越地区国立大学会計部課長会議（下田）

文部省所轄機関研究所長会議（国立遺伝学研究所）

富山集高岡市伏木中学校教諭山本典子氏研究所見学

大弁女子大学生田沢則子沃ほか13名研究所転学

　　　　　　　　　一98一



　　ユ2．王3

　　12．　15

　　12．20

197e．　1．13

2．17

3．　6

3．　14

3．　14

3．　17

3．19

3．23

埼玉県杉戸町立杉戸小学絞長中居秀二氏ほか17名研究所見学

岐阜市北方中学校長大野小次郎氏ほか1名研究所見学

創立記念日　記念講演・講師　中島健蔵氏（研究所で）

第7王回国立国語研究所評議員会

議夢

　1．会長選出について

　2．昭和44年度研究事業の中間報告について

　3．昭和44年度地方研：究員について

　4．昭和45年度概算要求について

　5，その他

二松学舎大学生北　延芳氏ほか7名研究所見学

大妻女子大学生州目ひなご氏ほか3名研究所見学

長野景教育センター主事徳竹正道民研究所見学

群馬県立渋川高等学校教諭岡田豊治氏ほか1名研究所見学

岩国市教育委員会指導主事：本章哲入氏研究所晃学

第72回国立転語研究所評議員会

議事

　1．昭和44年度の研究事業について

　2．内示された昭和45年度予算について

　3．その他

文化庁附属機関長会議（教奮会館）
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昭和45年9月

国立国語研究所

東京都北区稲付西山町
電話東京（900）3111（代表）

UDC
NDC

e58　49　5．　6
　　　　81　O．　5

　　　本書の市販品発行駈
東京都新宿区市ケ谷加賀町2の30　（260）5281

　　　　株式会社　秀英出版
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国立国語研究所刊行轡一覧

国立国語研究所報告

1八丈島の一’
2言語生活の実態　　　一一一白河市および付近の農村における一

3現代語の助詞・助動詞
　　　　一用法と実倒一

4婦人雑誌の用語　　　　一現代語の語彙澗査一一・

5地域社会の言語生活　　　　一鶴岡における爽態調査一

6少　 年　 と　 新　 聞

　　　一小学生・中学生の新llilへの接近と理解一

7入門期の言語能力
8談　話　語　の　実　態

9読みの実験的研究　　　一・一音読にあらわれた読みあやまりの分析一

10低学年の読み書き能力
11敬語と敬語意識
12総合雑誌の用語（前編）

　　　　一一境代謡の語彙覇責一

13総合雑誌の用語（後口　　　　一現代語の語彙調査一

14中学年の読み書き能力
15　明治初期の薪聞の用語
16　日本方言の記述的研究

護　　語　　調　　査　　秀英出版刊

tt

tt

tl

tt

tt

〃
〃
〃

〃
〃
〃

t！

ノ
’

　　　　　　　　　　　明濃書院刊
17　高　学　年　の　読　み　書　き　能　力　　秀英出版刊

18話しことばの文型（1）　〃
　　　　一村話資料による研究一

工9総合雑誌の用字　〃
20問音。。の研究　〃21　現代雑誌九十種の用語用字（ユ）　　〃
　　　1一総記および語彙表一一一

22　現代雑誌九十種の矯語用字（2）　　〃
　　　　一封　字　表一

290円・’

品切れ、

7GO阻

500円

600円．

180阿

円
　
れ

002

切品

〃

〆
ノ
ノ

ノ
　

t！

400円「

400円戸

品切れ

r1

800円

80円、

550円

1，000円．

1，000円，



：23

4
r
O

2
2
ρ
0
7
8
Q
σ

2
2
2
2

謡しことばの文型（2）
　　　　　一独話資料による研究一

横組みの字形に関する研究
現代雑誌九十種の用語用字（3）
　　　　　一分　　　　　　折一

小学生の言語能力の発達

’3e－1

30－2日

’3e－3　一

130－4

－
り
印
3
n
δ

3
4
門
D

O
◎
3
几
δ

ρ
0
7

3
向
0

程
究
鳳
伯
D
勿
の
㊨
究

　
　
　
ノ
し
ま
　
く
　

く
　

く

　
　
生
　
　
　
研

過
研
字
図
図
図
図
語

　
　
文
　
　
　
　
　
国

の
　
の
地
画
地
閉
る

　
の

　
　
層
　
　
　
　
　
よ

化
　
各
語
語
語
語
に

　
語
　
　
民
　
　
　
　
機

語　
　
　
尋
雨
量
口
盤
口
帯
葭

　
　
国
　
　
　
　
　
算

通
義
の
本
本
本
本
計

　
　
後
　
　
　
　
子

共
血
戦
日
日
B
，
臼
電
　　　　　　　　に　よ

社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）

　　　　　一親藪語彙と窒ヒ会構造一

家薩における子どものコミュニケーション意識

電子計算機による国語研究（H）
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（2）

　　　　一マキ・マケと親族呼称一一

中学生の漢字翌得に関する研究

電子計算機による旧聞の語彙調査
蟹立国語研究所資料集

1
9
向

3
4
5
6

国語関係刊行・書目（昭和17～24年）

語　　　　　彙　　　　　調　　　　　査
　　　　　一一現代新聞絹語の一例一

送り仮名法資料集
明治以降麗語関係刊行書目
沖　　　縄　　　語　　　辞　　　民

心　　　類　　　語　　　彙　　　表

遍立国語研究所論集

　1　　こ　　　と ぎ壱 の 研

rs

〃

　
〃

55G円

　350円

1，000円

明治瘍莚書干ll　　　　　2，100円

秀英出版刊　　　　750円

　　〃　　　　　75画面

　　〃　　　　　400円

大蔵省印刷局刊　品切れ

　　〃　　　　　　　　　　　　ノノ

　　〃　　　　　8，000円

　　〃　　　　　　　　　8，GOO円

秀英出版干［」　　　　　　450円

　　〃　　　　　2SO円

ノ
ノ
ノ

〃

　
〃

秀莫出版刊

　　ノノ

〃

　
〃

350円

450円

450円

（近刊）

1，300円

　45円

品切れ

〃

円oo3

大蔵省印刷局刊3，　OOO円

秀英出版刊　　　1，100円

究　　秀英出版刊 品切れ
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〃
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750円
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爆立国語研＝究属年報　秀英出版刊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

昭　和　24　年　度　　　　晶切オし

昭和25年度　　〃

昭和26年度　　160円

昭和27年度　 160円

昭和28年度　240円
ll召　和　29　年　度　　　　200Pヨ

昭和30年度　 200円

昭和31年度　　22e円

H召　和　32　年　度　　　　　200戸3

fZZ　和　33　年　度　　　　　220円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

H召　禾隣　34　年　度　　　　　220円

昭　和　35　年　度　　　　350円

昭　和　36年　度　　　　160円

昭　和　37　年　度　　　　220円

降召　和　38　年　度　　　　 250円

昭　和　39　年　度　　　　　250Fヨ

H習　和　40　年　度　　　　　25G円

昭和41年度　 300円

昭和42年度　 300円

昭和43年度　 350円

魑語年鑑秀英出版刊
1昭　和　29　年　J反

昭和30年版

昭和31年版

昭和32年版

昭和33年版

昭和34年版
ff露　和　35　年　｝毒i

昭和36年版

昭和37年版

450円

600円

450円

480円

480円

晶切れ

550円

800円

品切れ

昭和38年版

昭和39年版

昭和40年禽

鳥和41年版

昭和42年版

昭和43年版

昭和44年版
f｛召　和　45　年　｝fi

950円

980円

1，　IOO円

1，1GO円

1，100円

1，200円

1，SOO円

1，　50G虚

飾灘諜闘新と生校高

誰縣講ンヨ→怖しワスマと年青

秀英出版判　　280円

金沢書店刊　　品切れ
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